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【２００７岩倉の風景●スポーツの秋～いきいきウォーキング～】 
　「スポーツの秋」です。 
　岩倉市では、「市民一スポーツ」を合言葉
に生涯スポーツの推進に取り組んでいます。 
写真は、毎週水・木曜日に行われている「い
きいきウォーキング」の風景で、毎回２０人

前後の参加者が五条川を歩いています。 
　人生をより豊かにするために、健康づくり
は欠かせません。皆さんも「市民一スポーツ」
を合言葉に、自分に合った生涯スポーツを見
つけてみてはいかがでしょうか。 
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広報いわくら　2007年10月15日号　No.878

悠久の時を刻みながら流れる五条川　多くの文化遺産 
私たちは　この自然と伝統に恵まれた岩倉を愛し 
調和のとれたまちづくりをめざして市民憲章を定めます 

小さなまちから大きな夢を 
岩倉市民憲章 

広げよう　愛　ふれ合い　みんなの和　（家族仲間の和を願って） 

育てよう　心　からだ　みんなの健康　（市民一人一人の幸せを願って） 

高めよう　文化　芸術　みんなの暮らし　（生活の質の向上を願って） 

守ろう　自然　環境　みんなの地球　（かけがえのない地球の存続を願って） 

つくろう　人　まち　みんなの未来　（豊かな社会の実現を願って） 

▲岩倉市老人クラブ連合会公

園清掃 

裏表紙 五条川２４橋 
千亀橋 

いわくら市民ふれ愛まつり２００７ ６ 

市政の窓 １２ 
市政懇談会を開催します 
新成人のつどいを開催します 
岩倉五条川桜並木保存会が設立され 
ました～五条川の桜を守ろう～ 
市民文化祭・市民音楽祭を開催します 
いわくらフリーマーケット 
岩倉市ジュニアオーケストラ＆セントラ 
ル愛知交響楽団岩倉駅コンサート 
平成２０年度保育園の入園申込を受 
け付けます 
難病患者等の家庭にヘルパーを派 
遣します 
電子調達共同システム（物品等）受 
注者向け説明会を開催します 
岩倉市災害時要援護者名簿への登 
録はお済みですか 
平成１９年度岩倉市消防観閲式を行 
います 
就学援助制度を設けています 
市民ギャラリー情報 
インフルエンザ予防接種の方法が 
変わります 
友好交流宿泊助成事業 
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暮らしのガイド １８ 

催し 

募集 

手続き 

講座・教室 

相談・その他 

１８ 

１９ 

１９ 

２２ 

２２ 

２６ １１月の保健センター案内 

２８ 認知症について正しく知ろう 

フォトニュース ２９ 

認知症になると何もわからなくなっ 
てしまうの？ 

　岩倉市商工会では、お年玉付き年賀はがきに日本画

家水野本光先生が干支を描いた絵柄入り年賀はがき

を予約販売します。 

● 価　　格　１枚５３円 
● 販売枚数　１８，０００枚 
● 予約受付　１０月１５日（月）～（電話可） 
● 引き渡し　１１月１９日（月）～ 
● 予約・引き渡し場所 
　 岩倉市商工会（中本町☎６６‐３４００） 

　 ※予約枚数が売切れしだい、終了します。 

３ 

特集  

行政改革の実績（平成１８年度分）の検証結果をお知らせします 

新春  水野本光 
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　岩倉市では、行政改革（※１）を最重点課題のひとつとして、最少の経費で

最大の効果を上げるため、平成１２年度に第２次岩倉市行政改革大綱（※２）

を策定し、行政改革を推進してきました。さらに、平成１７年３月に国が「地方公

共団体における行政改革の推進のための新たな指針」を示したことを受け、平

成１７年度から平成２１年度までの５年間に集中的に改革に取り組む項目につ

いて具体的な取組目標を掲げた「岩倉市行政改革集中改革プラン」を策定し、

行政全般について常に点検を実施しつつ、新たな視点に立った一層の行政

改革を推進しています。 

進捗状況の検証と公表 
　行政改革の進捗状況は、その実績報告書を作成し、
毎年、第三者機関である岩倉市行政改革検証委員会（※
３）で検証され、その結果を市民の皆さんに公表します。 
　検証結果報告書は、市役所６階行政課および１階情
報サロン、岩倉市ホームページでご覧いただけます。 
平成１８年度実績の検証結果 
　今年度は、７月２７日、３０日、３１日の３回にわたり検証委
員会が開催され、岩倉市行政改革推進本部（※４）から
提出された平成１８年度岩倉市行政改革集中改革プラ
ン実績報告についての検証が行われました。その結果
は検証結果報告書としてまとめられ、８月１７日に検証委
員会から市長へ報告されました。 

▲ 検証委員会委員長・副委員長（写右）から市長に報告 
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平成１８年度の実績全体について、検証委員会からは次のとおり意見をいただきました。 
 
地方自治体を取り巻く財政状況は、人口が減少する一方で高齢者の比率は増え、行政ニーズが高まる中、
これまで以上に厳しくなる。こうした状況を踏まえ、健全な財政運営を維持し、中長期的な財政計画の基
に、選択と集中によりメリハリのある効果的な行政改革の取り組みが必要である。 
 
岩倉市行政改革集中改革プランに基づく実績報告は、平成１７年度から２１年度までの計画期間中におけ
る２年目の実績となるが、行政改革は全体としては進んでいると思われる。 
 
今後は、行政改革を進める上で、地方分権の推進に基づき、地方自治体の責任と判断で健全な財政計画の
基に、市民サービスの維持向上に努めていくことが必要である。 

平成１８年度実績の検証結果 

● 
 
 
 
● 
 
 
● 

＜各論＞岩倉市行政改革集中改革プランに基づく主な実績と検証結果については、次のとおりです。 

事務事業および民間委託等検討委員会（全体会議）を３回、事務事業検討部会を８回開催
し、報告書を取りまとめた。 
平成１７年度に試行実施した３４事業に新たに２０事業を加え、５４事業について事務事
業評価を試行実施した。 
インターネットによる施設予約システムの運用を開始し、１８年度中に１５０件の申請を
受けた。 

● 
 
● 
 
● 

事務事業等の見直しについては、実態を把握し、必要に応じメリハリをつけ、市民が真に
必要とするものについては、新規事業として取り組むことも改革であるので、事務事業全
体を通して総合的な対応を検討してほしい。 
事務事業評価は、行政改革を進める上で重要な指標となることから、第三者による評価を
取り入れた本格実施に向けてさらに検討を進めてほしい。 
ＩＴ環境の変化に即応した市民サービスの整備に努め、よりよい仕組みの構築に引き続き
努めてほしい。 

● 
 
 
● 
 
● 

南部老人憩の家施設管理業務を「岩倉市老人クラブ連合会」へ、希望の家施設管理業務を
「シルバー人材センター」へ委託した。 
平成１８年４月から学習等共同利用施設（８施設）および地域集会所（５施設）について、
指定管理者制度を導入した。 

● 
 
● 

委託により大幅な歳出削減が行われた。直営と委託のコスト比較を行い、これを明らかに
するとともに、今後も委託等が可能なものについては順次進めていくことが必要である。 
まちづくりは市民が主役で、行政はそれを補完するという基本理念の下に、アダプトプロ
グラム（里親制度）など、市民の力を生かしたまちづくりの手法について、さらなる前進
を期待する。 
指定管理者制度の導入は、実態としては、施設の管理を直営から区に移したものなので、
今後は、他の公共施設についても公募等を含めた十分な検討を進めてほしい。 

● 
 
● 
 
 
● 

現在の事務事業を見直しながら、退職者補充に対する新規採用を抑え、パート職員で対応
することとし、人件費の抑制を図った。 
（平成１９年４月１日職員数３７９人。前年度比１５人減。） 
少人数の部署の統廃合、行政課交通防犯係を生活安全係に名称変更、健康課訪問看護係（
訪問看護ステーション）の廃止を行った。 

● 
 
 
● 

短期間に正規職員の削減が達成されている一方、パート職員は増加の傾向にあり、その職
員比率は６：４となっている。今後は、パート職員の研修の充実や業務に対する意欲がで
る仕組みを検討していくことも大切である。 
正規職員の削減により、市民サービスが大きく後退することがないよう、組織、機構全体
の見直しを進めてほしい。また、市民との協働による事務事業の取り組みを前進させてい
く組織づくりが必要である。 

● 
 
 
● 

主
な
実
績 

項　目 内　　　　　　　容 

主
な
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主
な
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果 
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進 
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指
定
管
理
者
制
度
の
活
用
を
含
む
） 
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平成１８年度実績の検証結果 

１０％支給していた地域手当について、平成１９年４月から８％とすることとした。 
通勤手当の通勤距離区分、支給額を国と同様に見直した。 
広報いわくら、市ホームページで人事行政の運営等の状況および給与・定員管理等の公表を
行った。 
福利厚生事業の見直しを行いつつ、職員互助会への負担額の引き下げを行った。 
職員研修基本計画に基づき、階層別研修、専門研修、特別研修、派遣研修等を実施した。 

● 
● 
● 
 
● 
● 

地域手当については、一定の改善が行われているが、国の基準である３％に向けて、さら
に引き下げる努力をしてほしい。 
管理職手当の引き下げは、財政危機時の緊急避難としては理解できるが、職務の困難性や
責任の度合いなど考慮し、本来あるべき支給率について検討をしてもらいたい。地域手当
の適正化等により生まれた財源の範囲内での管理職手当の復元であれば、市民の納得も得
られると考える。 
パート職員の賃金については、その職務の実態を分析し、意欲のある人に頑張ってもらえ
るような評価・賃金システムを研究してほしい。 
給与等の情報提供については、国が定める様式による公表は最低限のものであり、説明責
任を果たすには、市民にわかりやすい資料を合わせて作るべきである。 
職員互助会事業の見直しによる経費の削減や負担割合の引き下げに努力されている。今後
も市民の理解が得られるような福利厚生事業に努めてほしい。 
職員が削減されていく中、市民サービスの大きな低下を招かないように、職員の専門的な
研修などを行い、職員の資質の向上に努めてほしい。 

● 
 
● 
 
 
 
● 
 
● 
 
● 
 
● 

平成１８年度予算編成において、経常経費について対前年度比２．０％の節減、まつり等
市単独事業委託料について対前年度比６．２％の節減となった。 
市民および有識者で組織する補助金検討委員会を設置し、各種補助金等の必要性や効果等
の検証を行った。 
コスト縮減に取り組み、土木課、下水道課、水道課において、設計額で１３，４１９千円
（１．８％）の縮減となった。 

● 
 
● 
 
● 

昨年に引き続き、経常経費や単独事業の委託料を削減している。今後も中長期的な財政計
画の見通しを踏まえ、実態に見合う合理化を推進し、実質効果が期待できる削減に努めて
ほしい。 
補助金の有り様について検討が進んでいるようだが、平成１９年度の取りまとめに向け、
さらに努力を続けてほしい。 
公共工事のコスト削減については、引き続き、平成２１年度までの目標達成に向け努力し
てほしい。また、電子入札システムが導入されたときには、導入前後のコスト比較を行っ
てほしい。 

● 
 
 
● 
 
● 

検針業務、徴収・収納業務および施設運転管理業務について民間企業への委託に向け調査した。 
水道料金について、一斉徴収・嘱託徴収員・コンビニエンスストアの納付を進めるととも
に、給水停止を活用し収納率の向上に努めた。 
下水道課の工務係と排水設備係を統合して工務係とし、職員１人を削減した。 
受益者負担金前納報奨金の県内市町（２６市および近隣２町）の実態状況を調査した。 

● 
● 
 
● 
● 

水道事業の検針業務等の民間委託については、業務全体を分析し、公共性や効率性を踏ま
え、平成２０年度の実施に向けて委託業務の準備を進めてほしい。 
下水道の受益者負担金前納報奨金の見直しについては、他市と比べると平均的な位置にあ
るが、引き続き検討してほしい。 
下水道事業については、一般会計からの大幅な繰り入れなど、将来に急激な財政負担とな
らないよう健全な財政運営に努めてほしい。 

● 
 
● 
 
● 

市税の現年分・滞納繰越分とも個別に収納目標を決めて２千万円の増収を確保するよう努
め、結果として４百万円程度の増収となった。 
一斉徴収を全庁体制で実施するとともに、税務課による夜間徴収を継続的に実施した。 
保育園延長保育料、生涯学習講座受講料などの徴収、がん検診等本人負担金の見直しなど
を行い、受益者負担の適正化に努めた。 

● 
 
● 
● 

市税の徴収については、全庁体制による一斉徴収や夜間徴収の実施、強化月間における徴
収の実施など努力が見られるが、徴収金額が結果的に目標額に及ばなかったことについて
は、その原因を十分に分析し、今後の徴収率向上に努めてほしい。 
公共サービス等の受益者負担を幅広く進めてもらいたい。 

● 
 
 
● 

主
な
実
績 

項　目 内　　　　　　　容 

主
な
実
績 

主
な
実
績 

主
な
実
績 

検
証
結
果 

検
証
結
果 

検
証
結
果 

検
証
結
果 

手
当
の
総
点
検
を
は
じ
め
と
す
る
給
与
の
適
正
化 

（
給
料
表
の
運
用
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　「だいすき　いわくら　ふれ愛まつり２００７」をテーマにして、

いわくら市民ふれ愛まつりを開催します。毎年、子どもから大

人まで幅広い市民の皆さんが楽しい時間を過ごしていただい

ています。今年も多彩な催し物を用意しお待ちしていますので、

ご家族やお友達と誘い合わせてお出かけください。 

　なお、会場周辺の道路は交通規制を行います。毎年、周辺

にお住まいの皆さんが違法駐車に大変迷惑しています。駐車

場はごくわずかしかありませんので、来場にはシャトルバスを利

用するか、自転車・徒歩でお越しください。 

●と　き　１１月１０日（土）午前１０時～午後４時 

　　　　　　　　１１日（日）午前９時～午後３時３０分 

●ところ　総合体育文化センターと駐車場 

●問合先　商工農政課商工観光係（☎３８‐５８１２）まで。 

●と　き　１１月１０日（土）午前９時３０分～ 
●ところ　総合体育文化センター東玄関前 

　岩倉市役所東玄関前から会場まで、無料シャトルバスを随時運 
行します。 
★１０日（土）…午前９時～午後４時３０分 
★１１日（日）…午前８時３０分～午後４時 
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　総合体育文化センター第１、第２駐車場を利用して、飲食物の模擬店、企業
の展示・即売、各地の特産品の販売、野菜の即売などを行います。　 
　また、大道芸ショー、幼稚園鼓笛隊、太鼓演奏などの会場にもなります。 

　福井県大野市など各地の特産品を販売します。 
★福井県大野市（まいたけ、いわな焼、アイスなど） 
★中濃森林組合（山菜各種、生椎茸、いももちなど） 
★稲沢市（植木、苗木） 

　「フワフワ」遊具やワンちゃんふれあいコーナーで、子
どもたちが遊べます。 

　岩倉市の特産品である名古屋コーチン
の生肉を販売します。 
また、鉄板で焼いて即売も行います。 

　はしご車に試乗して、地上３０㍍を体験できます。煙
体験ハウスもあります。 

　パエリアと世界のラーメンたち（パエリア、世界のカ
ップラーメン）。 

　一流の大道芸人がピエロの演技や玉乗りなどのサ
ーカス芸、ジャグリングショーを披露します。 

１０日（土）…午前１１時、午後１時、午後３時
　　　　　　　　　 ～（約３０分間） 
　　　　１１日（日）…午前１０時、正午、午後２時～　
　　　　　　　　 （約３０分間） 

　「五条川桜」、「チーム郷」の皆さんによる鳴子おど
りをお楽しみください。 

１０日（土）…正午～ 

　輪投げをして特別栽培米「あいちのかおり」がもら
えます。 

１０日（土）・１１日（日） 
　　　　午前１１時３０分～（先着順） 

　岩倉自動車整備組合による新車展示とチャリティー
餅つきを行います。 

　フリーマーケットやリサイクル品の展示・即売など。 

　緑豊かなまちづくりを進めるため苗木を無料で配布
します。 

１０日（土）オープニングセレモニー終了後 
総合体育文化センター東玄関前 
シルバープリペット３００本（先着順） 

　ふれあい花の会では、市と協働で花のあるまちづくり
事業を全市的に進め、花を通しての地域のコミュニティ
づくりを促進しております。 
　今年度も次の事業を実施します。 

１０日（土）午前
１１時から総合体育文化センター南側道路にて先着
２００人まで（先着順）。 

両日ともに第４駐車場で販売 

　児童館・保育園・サイエンスコーナーで、見て、聞い
て、作って楽しい一日を過ごしましょう。絵本にちなんだ
「クイズ」「パズル」「お面作り」「おりがみ」など。 
　こわれたおもちゃを修理するおもちゃ病院も開院しま
す（１人１点まで）。 

　フェア、スポーツフェア、福祉フェスティバル、消費生活
フェア、健康フェア、環境フェアの展示や実演などを行
います。 

　講演会、民踊発表会、山車からくりの実演など。 

　フッ素塗布、歯科健診など。 



平成19年10月15日 8

【バザール会場】 
幼稚園児鼓笛隊演奏　 
　遊花幼稚園と遊花北幼稚園の園児が商工会館から
パレードを行い、会場で演奏します。 
●とき　１１日（日）午後１時～ 
岩倉太鼓友の会演奏 
　勇壮な和太鼓の演奏を行います。 
●とき　１１日（日）午後２時３０分～　　 
模擬店コーナー 
　飲食環衛組合や商工会女性部の皆さんが串カツ、焼
きそば、五目ごはんなどの販売を行います。 
企業展示コーナー 
　郵便局、岩倉酒販組合などによる展示と販売を行
います。 

　岩倉で生まれた戦国時代の武将山内一豊が妻
千代や織田伊勢守とともに配下の武士を従えて行
列を行います。パレードには、幼稚園児鼓笛隊、子ど
もみこし、岩倉総合高校ブラスバンドも参加します。 
●と　き　１１日（日）　午後１時ごろ会場到着（パ
レードは生田神社、商工会館を正午に出発） 

　山内一豊役 
関戸一雄さん　 
岩倉ロータリークラブ第２９代会長 

せき ど かず お  

▲
 

　千代役 
墨　郁美さん 
岩倉市商工会女性部副部長 

▲
 

　織田伊勢守役　 
伊藤敏宏さん 

岩倉ライオンズクラブ第１８代会長 

▲
 

い とう とし ひろ 

すみ いく み 

商工市民まつり商工市民まつり商工市民まつり

第２６回岩倉市農業フェア第２６回岩倉市農業フェア第２６回岩倉市農業フェア
　農業フェアでは、市内の農家の皆さんが作った野菜等の品評会と出品物の即売会を行います。 
　岩倉市では、市域の約３分の１が農地で、たくさんの農作物が生産されています。品評会には、丹精込めて作られた農
産物が展示されていますので、ぜひご覧ください。 
　また、バザール会場においては、新鮮で安い農産物の即売、五平餅、野菜の苗などが販売されます。 

【アリーナ会場】 
農業総合品評会 
　市内で生産された野菜など農産物の品評会を行いま
す。なお品評会出品物の即売は、１１日（日）午後２時３０分
から行います。※１１日（日）午後２時からアリーナ会場入
口付近で整理券を配布します。 
農産物無料配布 
●と　き　１０日（土）午前１０時３０分ごろ…鉢花 
　　　　　　　　　午後２時ごろ…ミツバ 
　　　　 １１日（日）午前１０時３０分ごろ…カーネーション 
　　　　　　　　　 午後１時ごろ…トマト 
【バザール会場】 
農産物即売会 
　ＪＡによる新鮮で安い野菜、果物などの即売会や農協
女性部による五平餅・赤飯などの販売、農業体験塾のＰＲ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
および焼芋の販売を行います。 
　また、市内で化学肥料および農薬を半分以下に抑えて
生産された特別栽培米「あいちのかおり」を輪投げの賞
品として配布します。 
　なお、輪投げは両日ともに午前１１時３０分から行います。 
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みんなの消費生活フェアみんなの消費生活フェアみんなの消費生活フェア

環境フェア�２００７環境フェア�２００７環境フェア�２００７
守ろう　自然　環境　みんなのまちから

【アリーナ会場】 
環境体験ひろば　子どもたちが、工作などを通してリユー
ス（物を大切にする、再利用する）やリサイクルを楽しく考え
るコーナーです。お父さん、お母さんご家族もぜひご一緒に。 
発表コーナー　市内で、自然・環境に関わる活動に取り
組む団体の皆さんが活動を紹介します。 
企業コーナー　ガラスびんやプラスチック製容器包装など
のリサイクルに関する展示コーナーです。 
【第４会場】 
ふれ愛フリーマーケット　不要になった物を必要な人
へ。ぜひお立寄りください。意外な掘り出し物が見つかる
かも。 
ゲームコーナー　子ども向けのコーナーとして、クイズと組
み合わせた自然や環境を楽しく考えるコーナー。 
リユースひろば　―まだまだ使える　また使える―粗大
ごみとして収集した家具などを、清掃事務所のリサイクル

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
工房で修理しました。会場で入札を受け付け、最も高い額
で落札された人へ終了後にお分けします。リサイクル自転
車の抽選も行います。 
●問合先　環境フェア２００７実行委員会事務局（環境保
全課内☎３８‐５８０８）まで。 

　私たち一人ひとりが、今、この岩倉のまちで行動することから、地球規模の環境問題への対処は始まります。毎日の暮ら
しの中で、ごみ減量とリサイクル、省資源・省エネルギーなどの問題と向き合い、ライフスタイルを見直す小さな一歩の積み
重ねが必要です。 
　また、私たちは、五条川をはじめとする身近な自然と、そこに住むさまざまな生き物とふれあうことの大切さを忘れがちです。 
今年も環境フェア実行委員会では、自然と環境を守るヒントとチャンスを提供します。 

『あふれる情報たしかな選択』をテーマにして、市内の消費者団体が日ごろの研究成果を展示発表します。 

ねり こう 

いわくら市民ふれ愛まつり 

香―いやしの和の空間作り 
岩倉市婦人会 

　「源氏物語」にも登場する煉香、東大寺正倉院の香薬
では、香袋が非常に大きなウェイトを占めています。 
　家庭の中でもタンスや衣類に忍ばせたり、本の間にし

おりとして挟んだりする
身近な楽しみ方もあり
ます。 
　会場でしおり作りの
体験を楽しんでみませ
んか。 

儲け話の甘～い罠 
岩倉団地自治会生活部 

　非常に多くの人が悪質商法などの被害に遭われてい
ます。 
　皆さんに少しでも多く色 な々手口があることを知ってもら
い、住みよい暮らしができるよう実例などの展示を行います。 
　専門の相談員による消費生活相談窓口も開設します。 
 
必ずくる大地震そのときあなたは… 

岩倉市消費生活モニター 
　私たちの国は自然・気候に恵まれています。しかし、東海
地震などの大地震が近い将来高い確率で発生すると考
えられています。日ごろからしっかりとした備えをしておく事
が必要です。 
　その時あなたは自分を、家族を守れますか…。危機に備
える知恵と力を考えてみましょう。 
　当日は地震防災クイズなどを実施します。参加者には
チョットしたプレゼントもあります。 
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第２４回�岩倉市健康フェア第２４回�岩倉市健康フェア第２４回�岩倉市健康フェア

【バザール会場】 
模擬店コーナー　ジュース、コーヒー、ビール、串カツ、焼
きそばなどを販売します。 

【アリーナ会場】 
ニュースポーツ体験コーナー　今年はカローリングを
紹介します。誰もがいっしょに楽しめるレクリエーションゲ
ームのひとつです。 

スポーツフェアスポーツフェアスポーツフェア◆◆◆◆ ◆◆◆◆ 

【多目的ホール】 
講演会 

●演　題　「こころの健康」 

●講　師　なだ　いなだ　さん 

　　　　　（精神科医・作家） 

　こころの健康は、からだの健康の考え方とちょっと違った

ところがあります。こころは成長していくからで、しかも悩み

を通し、病気を通し成長していくからです。自分は健康だ

と思っている人で、他人を病気にしてしまうような人もいま

す。親が子どものストレスの原因である場合、職場がストレ

スの原因である場合が、しばしばあります。自分が病気で

ない人も、人を病気にしないために、こころの健康を考えて

みましょう。 

●と　き　１０日（土）午後２時～３時３０分 

●入場方法　入場整理券が必要です。整理券は１０月２

８日（日）午前９時から正午まで保健センターで先着順に一

人２枚までお渡しします（残数がある場合は１０月２９日

（月）以降随時保健センターで配布します）。 

【親子リズム教室】 
歯の健康コーナー　歯の健康について楽しく学べます。 

●と　き　１１日（日）　午前９時～１１時３０分 
【健康相談室（柔剣道場前）】 
歯科相談　歯科相談を無料で行います。子どもから大人

までどなたでも相談できます。 

●と　き　１１日（日）　受付午前９時～１１時３０分 

【アリーナ会場】 
薬草・健康茶コーナー 

　薬草のパネル展示・健康茶の試飲を行います。 

健康相談コーナー 

　薬剤師・保健師等による薬の相談、健康相談を行います。 

健康づくりコーナー 

　「あなたのメタボ度チェック」をテーマに「血管年齢測

定」「体脂肪測定」等であなたの健康度をチェックします。 

保健所コーナー 

　あなたの睡眠大丈夫…？　睡眠をチェックしてみましょう。 

食生活改善コーナー 

　「健康は、バランスのとれた食事から」をテーマにパネル

展示やアドバイスなどを行います。 

尾北断酒会コーナー 

　アルコールパッチテスト、酒害相談を行います。 

【柔剣道場】 
フッ素塗布・歯科健診 

就学前の乳幼児の 

フッ素塗布、歯科健 

診を無料で行います。 

●と　き　１１日（日） 

　受付午前９時～１１時３０分 

 

８０２０歯の健康コンクール表彰式 

　８０歳で自分の歯が２０本以上残っている健康な人を

表彰します。 

●と　き　１１日（日） 

　　　　　午後１時３０分～午後２時２０分 

　高齢化社会の到来、余暇時間の増大など、私たちを取り巻く環境もずいぶん変わってきました。このような状況で重要
不可欠なものはスポーツです。 
　今回の「スポーツフェア」は子どもからお年寄りの皆さんまで気軽に楽しんでいただけるコーナーや模擬店を用意しま
す。ぜひ、家族とのふれあい・体力づくりに役立ててください。 
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ふれあいコンサートふれあいコンサートふれあいコンサート

福祉フェスティバル福祉フェスティバル福祉フェスティバル

　私たちは定期演奏会や、幼稚園演奏会などさまざまな
活動をしています。今後もセントラル愛知交響楽団の先生
の指導のもと、練習に励んでいきます。 
　日ごろの成果を発揮できるよう精一杯演奏します。 
●と　き　１１日（日）午前１０時３０分～１１時 
●ところ　総合体育文化センターラウンジ（多目的ホール前） 
●曲　目　軽騎兵／スッペ、トトロ・ファンタジー／久石譲・
　　　　　山本雅志編　ほか 

　下本町山車保存会の皆さんによる「からくり人形」の実
演が行われます。 
●と　き　１１日（日）午後２時～　 
●ところ　多目的ホール 
●内　容　からくり実演 

【アリーナ会場】 
福祉コーナー 
『みんなで考え支えあう・福祉とボランティア』 
　市内で活躍中の福祉ボランティア団体の活動を紹介し
ます。 

地域包括支援センターコーナー 
　地域包括支援センターの活動を紹介します。 

赤い羽根コンクール作品展 
　市内小中学生の力作を展示し、１０日（土）午前１１時に
会場で表彰式を行います。 
社会福祉協議会ＰＲコーナー　 
　社会福祉協議会の活動を紹介します。 
【バザール会場】 
★福祉の店コーナー…うどん、お好み焼き、玉せん等の
販売 
★なつかしの味コーナー…せんば焼きの販売、甘酒の
無料配布 
★みのりの里コーナー…自主製品、わたがし、ポップコー
ン等の販売 
★しらゆり作業所コーナー…自主製品、おでん、コーヒー
等の販売 
★献血・骨髄バンクドナー登録コーナー 
●と　き　１１日（日）　 
　　　　　午前９時～午後３時３０分 
●ところ　総合体育文化センター 
　　　　　南側 

岩倉市ジュニアオーケストラ

　「おもちゃ病院」は、いわくらジュニアサイエンスクラブ（ボ
ランティア団体）の協力で、故障したおもちゃを直すことをと
おして、科学に対する児童の心の育成を目的として開か
れています。 
●と　き　１０日（土）午前９時３０分～午後３時 
　　　　　１１日（日）午前９時３０分～午後２時 
●ところ　総合体育文化センター卓球室 
●費　用　原則として無料 
●その他　・おもちゃに付属しているバッテリー、電池など
は必ず一緒に預けてください。 
・修理内容によっては、実費をいただくこともあります。 
・多数の申し込みが予想されますので、１人１点のみとさせ
ていただきます。 
・その日のうちに直らないものは、後日修理して最寄りの児
童館で返却します。 
・直らない場合もありますのでご了承ください。　　　　　
●問合先　第一児童館（☎３８‐１１０６）または、最寄りの
児童館まで。 

おもちゃ病院おもちゃ病院

　岩倉民謡舞踊連盟の皆さんによる民謡舞踊、歌謡舞

踊をお楽しみください。 

●と　き　１０日（土）午前１０時～正午　 

●ところ　総合体育文化センター多目的ホール 

１０日（土） 

 

 

１１日（日） 

１０日（土） 

１１日（日） 

基本チェックリストの実施 

認知症擬似体験（所要時間約３０分・要予約） 
●対　　象　高校生以上 
●定　　員　７０人 
●受付開始　１０月１６日（火）～ 
●申込・問合先　地域包括支援センター 
　　　　　　（☎３８‐０３０３）まで。 

点字体験コーナー・音訳体験コーナー・要約筆
記体験コーナー・車いす体験コーナー・ボラン
ティア相談コーナー 

ユニバーサルデザイン紹介コーナー・手話体
験コーナー・高齢者擬似体験コーナー・防災ボ
ランティアコーナー・使用済切手回収コーナー 

いわくら市民ふれ愛まつり 
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市
政
懇
談
会
を
開
催
 

し
ま
す
 

岩
倉
五
条
川
桜
並
木
保
存
 

会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
 

〜
五
条
川
の
桜
を
守
ろ
う
〜
 

新
成
人
の
つ
ど
い
を
開
 

催
し
ま
す
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
市
長
・
副
市
長
・
教
育

長
・
各
所
属
部
長
な
ど
が
２
日
間
に
わ
た

り
、
市
政
の
重
点
事
業
に
つ
い
て
の
情
報

を
お
知
ら
せ
し
な
が
ら
、
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
伺
い
、
と
も
に
市
政
を
考
え
る
「
市

政
懇
談
会
」
を
開
き
ま
す
。
 

●
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お
り
 

●
テ
ー
マ
　
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

つ
い
て
」
「
岩
倉
駅
東
地
区
北
街
区
再
開

発
事
業
に
つ
い
て
」
 

※
こ
の
テ
ー
マ
以
外
に
も
、
皆
さ
ん
の
身
 

近
な
生
活
の
こ
と
や
市
政
に
つ
い
て
お
聞

き
に
な
り
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

会
場
で
お
た
ず
ね
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。
 

●
参
加
方
法
　
事
前
の
予
約
な
ど
は
必
要

あ
り
ま
せ
ん
。
ご
都
合
の
良
い
日
に
、
直

接
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

               ●
問
合
先
　
企
画
課
広
報
広
聴
係
（
☎
３

８
‐
５
８
０
２
）
ま
で
。
 

      ●
と
き
　
平
成
２０
年
１
月
１３
日
（日）
午
前

１１
時
開
式
（
午
前
１０
時
３０
分
開
場
）
　
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

●
対
象
者
　
昭
和
６２
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
６３
年
４
月
１
日
ま
で
に
出
生
さ
れ

た
人
 

●
そ
の
他
　
新
成
人
の
つ
ど
い
は
、
岩
倉

市
に
住
民
票
が
な
い
人
で
も
参
加
で
き
ま

す
。
 

「
新
成
人
の
つ
ど
い
」
企
画
・
運
営
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
 

　
開
催
に
あ
た
り
新
成
人
を
迎
え
る
人
で
、

新
成
人
の
つ
ど
い
の
企
画
・
運
営
な
ど
を

担
当
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。
 

　
新
し
い
門
出
と
な
る
「
新
成
人
の
つ
ど

い
」
を
自
ら
の
手
で
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん

か
？
　
 

　
き
っ
と
す
ば
ら
し
い
思
い
出
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。
 

　
や
る
気
の
あ
る
人
の
応
募
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
・
申
込
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

      　
毎
年
す
ば
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
、
「
日

本
の
さ
く
ら
名
所
百
選
」
に
選
ば
れ
た
五

条
川
の
桜
並
木
も
初
期
に
植
え
ら
れ
た
桜

は
、
樹
齢
６０
年
を
迎
え
衰
え
が
目
立
っ
て

き
て
い
ま
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
平
成
１８
年
度
に
樹
木
医

を
講
師
に
招
き
、
現
況
を
見
な
が
ら
、
病

気
の
種
類
や
枯
れ
木
の
原
因
、
手
入
れ
の

仕
方
、
今
後
の
対
応
な
ど
桜
全
般
に
つ
い

て
学
ぶ
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
 

　
こ
の
勉
強
会
の
受
講
者
を
中
心
に
、
岩

倉
五
条
川
桜
並
木
保
存
会
が
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
 

　
今
後
も
桜
並
木
を
守
っ
て
い
く
仲
間
を

募
集
し
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
・
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観

光
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

総合体育文化センター 
多目的ホール 

と　　　き と こ ろ  

１０／２４（水） 

１０／２５（木） 

午後７時～ 

市役所大会議室 
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●
市
政
の
窓
●
 

国
際
音
楽
の
日
 

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
 

ト
ラ
＆
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
 

響
楽
団
岩
倉
駅
コ
ン
サ
ー
ト
 

市
民
文
化
祭
・
市
民
音
 

楽
祭
を
開
催
し
ま
す
 

い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
 

      市
民
文
化
祭
 

 ●
と
き
　
１１
月
１
日
（木）
〜
４
日
（日）
午
前

１０
時
〜
午
後
６
時
（
４
日
は
午
後
４
時
ま

で
）
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
 

●
内
容
 

★
第
３４
回
美
術
展
　
 

　
日
本
画
、
洋
画
（
版
画
、
平
面
デ
ザ
イ

ン
を
含
む
）、書
道
、
彫
刻
工
芸
、
写
真
の

各
部
門
そ
れ
ぞ
れ
に
力
作
が
出
品
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
市
内
の
美
術
作
家
の
委
嘱
作

品
も
展
示
し
ま
す
。
 

★
市
民
展
　
 

　
市
民
の
皆
さ
ん
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の
日

ご
ろ
の
成
果
を
発
表
す
る
作
品
展
で
す
。

手
工
芸
、
書
道
、
短
歌
、
俳
句
、
洋
裁
な

ど
の
趣
味
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
 

★
生
花
展
　
 

　
生
け
花
は
、
３
日
（土）
・
４
日
（日）
に
１

階
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
展
示
し
ま
す
。
 

★
盆
栽
展
　
 

　
１
階
多
目
的
ホ
ー
ル
前
で
展
示
し
ま
す
。
 

★
児
童
・
生
徒
作
品
展
　
 

　
市
内
の
小
中
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
書
、

工
作
、
絵
な
ど
の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
 

★
茶
席
　
 

　
３
日
（土）
・
４
日
（日）
午
前
１０
時
〜
午
後

３
時
に
、
２
階
の
ラ
ウ
ン
ジ
で
、
岩
倉
市

茶
華
道
連
盟
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
茶
席
を

開
催
し
ま
す
。
１
席
１
０
０
円
で
各
日
４

０
０
席
で
終
了
し
ま
す
 

岩
倉
市
美
術
作
家
協
会
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ

ザ
ー
 

　
岩
倉
市
美
術
作
家
協
会
で
は
、
文
化
祭

に
協
賛
し
て
、
美
術
作
家
協
会
会
員
の
作

品
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
き
ま
す
。
 

　
な
お
、
売
上
金
は
額
代
を
除
き
、
岩
倉

市
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
す
。
 

●
価
格
　
額
付
で
、
１
点
に
つ
き
１
万
円
 

●
申
込
方
法
　
展
示
期
間
中
に
、
指
定
用

紙
（
会
場
に
用
意
）
に
ご
記
入
の
う
え
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
希
望
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
 

第
　
回
市
民
音
楽
祭
 

 　
吹
奏
楽
や
ギ
タ
ー
、
民
謡
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
音
楽
が
演
奏
さ
れ
ま
す
。
 

●
と
き
　
１１
月
４
日
（日）
午
前
１０
時
〜
 

●
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
多

目
的
ホ
ー
ル
 

※
先
着
１
０
０
人
お
よ
び
ご
来
場
の
皆
さ

ん
の
中
か
ら
抽
選
で
お
花
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

      　
「
い
わ
く
ら
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
を

市
役
所
駐
車
場
で
開
催
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
１０
月
２８
日
（日）
午
前
９
時
〜
正

午
（
雨
天
中
止
）
 

●
と
こ
ろ
　
市
役
所
駐
車
場
 

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
近
隣
住
民
の
皆
さ
ん
に
ご
迷

惑
と
な
り
ま
す
の
で
、
路
上
駐
車
は
、
絶

対
に
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
 

●
出
店
者
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
４０
店
、

野
菜
の
広
場
、
み
の
り
の
里
 

●
問
合
先
　
商
工
農
政
課
商
工
観
光
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
２
）
ま
で
。
 

      　
「
国
際
音
楽
の
日
（
１０
月
１
日
）
」
に

ち
な
ん
で
、
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス

ト
ラ
と
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
に
よ

る
岩
倉
駅
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
す
。
 

岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
 

●
と
き
　
１０
月
２１
日
（日）
午
後
５
時
〜
５

時
３０
分
 

●
と
こ
ろ
　
岩
倉
駅
東
西
地
下
連
絡
道
 

●
演
奏
　
岩
倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
 

●
曲
目
　
ト
ト
ロ
メ
ド
レ
ー
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
メ
ド
レ
ー
 

セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団
 

●
と
き
　
１０
月
２２
日
（月）
午
後
５
時
３０
分

か
ら
と
６
時
３０
分
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
３０

分
間
演
奏
し
ま
す
。
 

●
と
こ
ろ
　
岩
倉
駅
東
西
地
下
連
絡
道
 

●
演
奏
　
セ
ン
ト
ラ
ル
愛
知
交
響
楽
団

（
フ
ル
ー
ト
…
大
西
宣
人
、
ク
ラ
リ
ネ
ッ

ト
…
太
田
千
絵
、
オ
ー
ボ
エ
…
安
原
太
武

郎
、
フ
ァ
ゴ
ッ
ト
…
大
津
敦
、
ホ
ル
ン
…

池
田
智
美
）
 

●
主
な
曲
　
小
フ
ー
ガ
ト
単
調
／
バ
ッ
ハ
、

エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
／
ジ
ョ
ッ
プ
リ
ン
　

ほ
か
 

●
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
文
化
振
興
係

（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
ま
で
。
 

３６
 

お
お
に
し
の
ぶ
ひ
と
 

お
お
た

ち

え
 

や
す
は
ら
た

ぶ
 

ろ
う
 

お
お
つ
あ
つ
し
 

い
け
だ
と
も
み
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平
成
２０
年
度
保
育
園
の
入
 

園
申
込
を
受
け
付
け
ま
す
 

難
病
患
者
等
の
家
庭
に
ヘ
ル
 

パ
ー
を
派
遣
し
ま
す
 

電
子
調
達
共
同
シ
ス
テ
ム
 

（
物
品
等
）受
注
者
向
け
 

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
 

      　
平
成
２０
年
度
の
保
育
園
入
園
申
込
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。
 

入
園
（
保
育
の
実
施
）
基
準
は
 

　
市
内
に
住
所
が
あ
り
、
保
護
者
、
同
居

の
親
族
な
ど
が
、
次
の
い
ず
れ
か
に
当
て

は
ま
る
場
合
に
入
園
申
込
が
で
き
ま
す
。
 

①
昼
間
居
宅
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
こ
と
 

②
昼
間
に
居
宅
内
で
日
常
の
家
事
以
外
の

仕
事
（
内
職
・
自
営
な
ど
）
を
し
て
い
る

こ
と
 

※
①
・
②
の
場
合
は
、
実
働
４
時
間
以
上

で
、
毎
月
１５
日
以
上
仕
事
を
し
て
い
る
こ

と
 

③
妊
娠
中
ま
た
は
、
出
産
後
間
が
な
い
こ

と
（
保
育
の
実
施
期
間
は
、
出
産
予
定
月

と
前
後
１
か
月
ず
つ
の
３
か
月
で
す
）
 

④
疾
病
や
負
傷
ま
た
は
、
精
神
・
身
体
に

障
害
が
あ
る
こ
と
 

⑤
長
期
に
わ
た
り
、
病
気
や
精
神
・
身
体

に
障
害
の
あ
る
同
居
の
親
族
を
常
に
介
護

し
て
い
る
こ
と
 

⑥
市
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類
す
る
状
態

に
あ
る
こ
と
 

●
受
付
と
面
接
 

　
日
程
表
の
と
お
り
、
入
園
申
込
の
受
付

と
面
接
を
行
い
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
と

ご
一
緒
に
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
へ
お

出
か
け
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
入
園
を
希
望
す
る
保
育
園
の
受

付
日
に
入
園
申
込
書
を
提
出
で
き
な
い
場

合
や
提
出
書
類
が
整
わ
な
い
場
合
は
、
他

の
保
育
園
ま
た
は
、
受
付
日
程
終
了
後
に

児
童
課
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
 

●
申
込
手
続
き
　
保
育
園
入
園
申
込
書

（
児
童
１
人
に
つ
き
１
枚
）
に
、
次
に
該

当
す
る
事
項
ご
と
に
、
書
類
を
添
え
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

★
居
宅
外
で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
…
給

与
所
得
者
は
勤
務
証
明
書
、
自
営
の
人
は

就
労
証
明
書
 

★
居
宅
内
で
仕
事
を
し
て
い
る
場
合
…
就

労
証
明
書
 

★
出
産
の
場
合
…
出
産
予
定
証
明
書
ま
た

は
、
母
子
健
康
手
帳
（
写
）
 

★
病
気
や
負
傷
の
場
合
…
医
師
の
診
断
書

（
療
養
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
）
 

★
心
身
に
障
害
が
あ
り
保
育
が
で
き
な
い

場
合
…
身
体
障
害
者
手
帳
等
を
提
示
 

★
病
人
を
介
護
し
て
い
る
場
合
…
医
師
の

診
断
書
（
療
養
期
間
が
記
載
さ
れ
て
い
る

も
の
）
 

★
心
身
障
害
児
の
通
学
等
付
き
添
い
を
し

て
い
る
場
合
…
学
校
長
等
の
証
明
 

●
申
込
書
の
配
布
　
１０
月
２５
日
（木）
か
ら

各
保
育
園
、
市
役
所
児
童
課
で
お
渡
し
し

ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
「
平
成
２０
年

度
保
育
園
入
園
申
込
み
の
ご
案
内
」
お
よ

び
「
保
育
園
の
し
お
り
」
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
 

●
問
合
先
　
児
童
課
児
童
係
（
☎
３
８
‐

５
８
１
０
）
ま
で
。
 

                          

      　
難
病
な
ど
の
た
め
日
常
生
活
に
支
障
が

あ
る
家
庭
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し

ま
す
。
 

●
対
象
者
　
特
定
疾
患
調
査
研
究
事
業
の

対
象
に
な
っ
て
い
る
疾
患
の
患
者
、
慢
性

関
節
リ
ウ
マ
チ
患
者
　
ほ
か
 

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
の
内
容
 

①
入
浴
や
排
泄
、
食
事
等
の
介
護
 

②
調
理
や
洗
濯
、
掃
除
等
の
家
事
援
助
　

③
生
活
等
に
関
す
る
相
談
、
助
言
 

●
費
用
　
生
計
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
人

の
前
年
度
所
得
税
額
に
応
じ
た
費
用
負
担

が
あ
り
ま
す
。
 

●
申
請
・
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎

３
８
‐
５
８
０
９
）
ま
で
。
 

      　
あ
い
ち
電
子
自
治
体
推
進
協
議
会
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
接
続
し
た
パ
ソ
コ
ン

か
ら
、
物
品
・
役
務
の
入
札
参
加
資
格
申

請
や
入
札
を
電
子
的
に
行
う
、
あ
い
ち
電
 

※上記日程以降は市役所２階児童課で受付します。 
※保育園では、４月１日現在の年齢によってクラス編成を行います。 

０～５歳児 

０～５歳児 

０～５歳児 

１～５歳児 

０～５歳児 

１～５歳児 

１～５歳児 

９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：３０ 

９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：３０ 

９：００～１２：００ 

１３：３０～１６：３０ 

９：００～１２：００ 

３７－０９１６ 

６６－３３０９ 

６６－２９０７ 

３７－２７０５ 

３７－２６０５ 

３７－３８３５ 

３７－０４１６ 

東部保育園（大市場町順喜１１） 

下寺保育園（下本町下寺廻１０７－１） 

仙奈保育園（東町仙奈１５８） 

北部保育園（石仏町稲葉１４４－２４） 

南部保育園（大地町小森５） 

西部保育園（西市町二本木１９－８） 

中部保育園（本町畑中６５） 

受付日程 受付面接場所 電話番号 受付時間 受け入れ児童年齢 

１１／１２（月） 

１１／１３（火） 

１１／１４（水） 

１１／１５（木） 

は
い
せ
つ
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岩
倉
市
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
 

へ
の
登
録
は
お
済
み
で
す
か
 

平
成
１９
年
度
岩
倉
市
消
 

防
観
閲
式
を
行
い
ま
す
 

就
学
援
助
制
度
を
 

設
け
て
い
ま
す
 

子
調
達
共
同
シ
ス
テ
ム
（
物
品
等
）
の
受

注
者
向
け
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
１１
月
２
日
（金）
午
後
１
時
〜
２

時
３０
分
 

●
と
こ
ろ
　
一
宮
市
民
会
館
ホ
ー
ル
（
一

宮
市
朝
日
２
‐
５
‐
１
）
 

●
対
象
　
市
内
で
事
業
を
営
ん
で
い
る
人
 

●
問
合
先
　
行
政
管
理
室
契
約
検
査
係

（
☎
３
８
‐
５
８
０
０
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
災
害
時
に
迅
速
に
援
護

を
必
要
と
す
る
人
（
災
害
時
要
援
護
者
）

の
安
否
確
認
や
避
難
誘
導
等
を
的
確
に
行

う
た
め
、
災
害
時
要
援
護
者
名
簿
を
取
り

ま
と
め
て
い
ま
す
。
 

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
へ
の
登
録
 

　
災
害
時
に
、
要
援
護
者
の
安
否
確
認
、

救
出
、
避
難
誘
導
を
迅
速
に
行
う
た
め
に

は
、
自
主
防
災
会
を
は
じ
め
地
域
の
関
係

団
体
等
に
援
護
を
必
要
と
し
て
い
る
人
の

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
 

　
個
人
情
報
の
問
題
が
あ
る
た
め
、
本
人

ま
た
は
、
家
族
等
か
ら
の
申
し
出
に
よ
り

災
害
時
要
援
護
者
名
簿
に
登
録
を
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
 

　
対
象
と
な
る
人
で
も
申
し
出
が
な
け
れ

ば
、
名
簿
に
登
録
は
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
登
録
さ
れ
た
人
の
名
簿
は
、
岩

倉
市
と
各
自
主
防
災
会
で
厳
重
に
管
理
し

ま
す
。
 

●
対
象
者
　
被
災
時
に
支
援
者
の
い
な
い

次
の
①
〜
⑤
ま
で
の
人
 

①
介
護
保
険
で
要
介
護
３
〜
５
の
認
定
を

受
け
て
い
る
人
 

②
６５
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
の
お
年

寄
り
 

③
身
体
障
害
者
手
帳
（
１
・
２
級
）、
療
育

手
帳
（
Ａ
判
定
）、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
（
１
級
）
を
お
持
ち
の
人
 

④
日
本
語
が
理
解
で
き
な
い
外
国
人
 

⑤
①
〜
③
の
人
と
同
様
の
状
況
に
あ
る
人
 

●
登
録
受
付
場
所
　
市
役
所
市
民
窓
口
課
・

福
祉
課
・
生
き
が
い
課
・
児
童
課
、
保
健

セ
ン
タ
ー
、
消
防
署
 

●
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎
３
８
‐

５
８
０
９
）
ま
で
。
 

      　
消
防
観
閲
式
で
は
、
消
防
職
員
・
消
防

団
員
・
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
員
１
２
５
人
、

消
防
車
両
等
が
参
加
し
、
各
種
訓
練
を
実

施
し
ま
す
。
 

●
と
き
　
１０
月
２１
日
（日）
午
前
１０
時
〜
 

●
と
こ
ろ
　
岩
倉
東
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
 

※
雨
天
の
場
合
は
、
同
校
体
育
館
で
式
典

だ
け
を
行
い
ま
す
。
 

●
問
合
先
　
岩
倉
市
消
防
本
部
総
務
課
庶

務
消
防
係
（
☎
３
７
‐
５
３
３
３
）
ま
で
。
 

      　
岩
倉
市
で
は
、
就
学
困
難
な
児
童
生
徒

の
保
護
者
に
対
し
、
学
用
品
費
学
校
給
食

費
・
修
学
旅
行
費
等
を
援
助
す
る
就
学
援

助
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
 

●
対
象
　
生
活
保
護
世
帯
以
外
の
世
帯
の

児
童
・
生
徒
の
保
護
者
で
就
学
援
助
基
準

に
該
当
し
、
か
つ
、
経
済
的
に
お
困
り
の

人
 

●
就
学
援
助
基
準
 

①
生
活
保
護
が
停
止
ま
た
は
、
廃
止
さ
れ

た
人
 

②
市
民
税
が
非
課
税
ま
た
は
、
減
免
さ
れ

た
人
 

③
個
人
事
業
税
ま
た
は
、
固
定
資
産
税
が

減
免
さ
れ
た
人
 

④
国
民
年
金
保
険
料
の
掛
金
が
免
除
ま
た

は
、
国
民
健
康
保
険
税
が
減
免
も
し
く
は

徴
収
猶
予
さ
れ
た
人
 

⑤
児
童
扶
養
手
当
が
支
給
さ
れ
た
人
（
児

童
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
は

該
当
し
ま
せ
ん
）
 

⑥
世
帯
更
正
貸
付
を
受
け
た
人
 

⑦
失
業
対
策
事
業
適
格
者
手
帳
を
持
っ
て

い
る
日
雇
労
働
者
ま
た
は
、
職
業
安
定
所

登
録
日
雇
労
働
者
 

⑧
①
〜
⑦
に
該
当
さ
れ
な
い
人
で
特
別
な

事
情
で
経
済
的
に
お
困
り
の
人
 

●
問
合
先
　
学
校
教
育
課
庶
務
係
（
☎
３

８
‐
５
８
１
８
）
ま
で
。
 

【赤い羽根作品展】 

●と　き　１０月１５日（月）～２１日（日） 

●問合先　岩倉市社会福祉協議会（☎３７‐３１３５）まで。 

【塵芥収集車デザイン応募作品展】 

●と　き　１０月２２日（月）～１１月４日（日） 

●問合先　環境保全課（☎３８‐５８０８）まで。 

市民ギャラリーは、市役所２階に設置しているスペースです。 
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●対 象 者 
①市内に住所を有し、接種当日に満６５歳以上の希望者 
②６０歳以上６５歳未満の人で、心臓・じん臓もしくは呼吸器の機能に自己の
身辺の日常生活行動が極度に制限される程度の障害を有する人およびヒト免
疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害
を有する希望者 
●申込方法 
　表のとおりの日時で受付を行い、集団接種か個別接種のどちらかを選んでい
ただきます（代理人可、電話不可）。 
　なお、保健センター実施分で、ご希望の日がある場合は、お早めにお申し込
みください。 

保健センターでの接種日を予約して接種をします。 
●接種日　１１月２２日（木）・２６日（月）～
３０日（金）、１２月５日（水）～ ７日（金）・
１０日（月）・１１日（火）午後１時３０分～ 
●接種場所　保健センター 
●費用（個人負担）　７００円（接種当日にお支
払いください） 

申込後、市内医療機関（１２か所）で接種期間内
に接種を受けていただきます。 
●接種期間　１１月５日（月）～平成２０年１月
２５日（金） 
●接種場所　市内医療機関（１２か所） 
●費用（個人負担）　１，０００円（申込時にお
支払いください。） 

　６５歳以上で要介護認定（要介護１～５）を受けている人で、インフルエンザ予防接種を希望される場合は、
次の医療機関において、接種ができますので、直接医療機関に予約をしてください。接種時には、介護保険証
をお持ちください。 

受付日時 ９：３０～１０：１５ １１：００～１１：４５ １４：００～１４：４５ １５：３０～１６：１５ 
１０月３０日（火） 
１０月３１日（水） 
１１月 １日（木） 

東町会館 
第三児童館 
第五児童館 

医療機関名 電話番号 

大上市場会館 
くすのきの家 
第七児童館 

八剱会館 
 

南部老人憩の家 

石仏会館 
 

野寄町公会堂 

受付日時 ８：３０～１２：１５ １３：００～１７：００ 
１０月２９日（月） 
１０月３０日（火） 
１０月３１日（水） 
１１月  １日（木） 
１１月  ２日（金） 

保健センター 

保健センター 

●問合先　保健センター（☎３７－３５１１）まで。 

●期　間　１１月５日（月）～平成２０年１月２５日（金） 
●費　用　７００円（医療機関の窓口でお支払いください） 

有馬医院（井上町） 
伊藤外科（本町） 
いとうクリニック（東新町） 
いわくら耳鼻咽喉科（西市町） 
おしたにクリニック（稲荷町） 
かみのクリニック（神野町） 

３７－０１２３ 
６６－３８０１ 
３８－１１１２ 
６６－４５３３ 
３８－３５０１ 
３８－３８００ 

医療機関名 電話番号 
岩倉病院（川井町） 
寺澤内科小児科（栄町） 
ようてい中央クリニック（曽野町） 
丹羽外科内科（新柳町） 
岩倉東クリニック（中本町） 
ませきクリニック（下本町） 

３７－８１５５ 
３７－２０１８ 
６６－５１３３ 
６６－３３６６ 
６６－１２１０ 
３７－０１７５ 

今年度から、保健センターで接種する集団接種と医療機関で接種する個別接種の２通りになりました。 
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●対　　象　市民の皆さん（小学生以上）が、表の施設に宿泊さ 
　　　　　　れる場合、年１回（年度）に限り助成します。 
●申請方法　①事前に表の宿泊施設に直接予約をしてください。 
　　　　　　②予約ができましたら、代表者の印鑑を持参のうえ情報サロン（１階）または市役所企画課 
　　　　　　　（５階）で申請してください。その場で「岩倉市友好交流宿泊助成券」をお渡しします。 
　　　　　　③利用券を宿泊先にお渡しください。次の金額が割り引きされます。 
●助成金額　★ホテル、民宿等…大人・子ども（小学生以上）ともに３ ,０００円 
　　　　　　★天狗岩ファミリーケビン…１棟につき３ ,０００円（利用期間限定） 
　　　　　　★ホテルフレアール和泉コテージ… 食事付の場合１人につき３ ,０００円、食事なしの場合 
　　　　　　　１棟につき３ ,０００円 
●問 合 先　企画課企画係（☎３８－５８０２）まで。 

※宿泊の予約は、直接各施設へお問い合わせください。人数、時期により、料金が割増になる場合があります。 

食事なしが基本です。 
※については、利用期間が限定されていますので、ご注意ください。 

　岩倉市では、福井県大野市の施設（下表）に宿泊する場合、費
用の一部を補助する「友好交流宿泊助成事業」を行っています。 
　大野市は北陸の小京都と呼ばれ、大野城を中心に情緒豊かな城
下町が広がっています。また、「環境省名水１００選」にも選ば
れた御清水をはじめ、多くの湧水池があり、水の町としても有名
です。趣のある秋の古都を和泉地区の紅葉とあわせて散策してみ
ませんか。 

おしょうず 

１、ホテル・民宿等 

２、ケビン・コテージ 

国民宿舎 
パークホテル九頭竜 

民宿等 

民宿等 施設規模 電　話 利用期間 料金（１泊１棟） 備考 

電話 料金（１泊２食料金を含む） 民宿等 電話 料金（１泊２食料金を含む） 

中学生以上７,０３５円～、 
小学生６,５１０円～、３歳以上 
の幼児（食事なし）１,６８０円～ 

大人８,４００円～ 

０７７９- 
７８‐２３２６ 

７８‐２５３６ 大人８,４００円～ ６６‐２２５９ 富士屋旅館 

大人１２,６００円～ ６６‐２５０５ 三浦屋旅館 大人６,５００円～ ７８‐２１６３ 民宿　林家 
大人７,３５０円～ ６５‐２２７９ 美登里旅館 大人６,５００円～ ７８‐２６４４ 民宿　ふる里 
大人７,８７５円～ ６６‐２１６９ やまざき旅館 大人６,５００円～ ７８‐２６０７ 民宿　茂兵衛 

大人８,４００円～ ６６‐４５４５ やまだ旅館 
大人６,３００円～ 
（朝食のみ） 

７８‐２２２６ プチホテル 
ＰａＰａＭａＭａ 

大人７,３５０円～ ６５‐１８６３ やまと旅館 大人９,４５０円～ ６６‐２０７５ 阿さひ旅館 
大人７,３５０円～ ６６‐２６４４ 山本旅館 大人７,３５０円～ ６５‐５８５８ 扇屋旅館 
大人７,８７５円～ ６６‐２８６０ 弥生旅館 大人６,５００円～ ６５‐２２５０ 大清水旅館 
大人５,５００円 ６５‐６８３６ 民宿　林湊 

大人１０,５００円～ ６７‐１３０１ 六呂師ハイランドホテル 

大人７,３５０円～ ６５‐１８８６ 楠旅館 

大人９,０００円～ ６６‐３８０７ 俵屋旅館 

０７７９‐ 
７８‐２７６０ ファミリーケビン９棟 ５月～１０月 ４人用１２,０００円 自炊 

※天狗岩ファミリー 
パーク 

７８‐２５３６ コテージ１０棟 １年中（冬季は雪により利用 
できない場合もあります） 

４人用１６,８００円食事付 
は、大人９,４５０円～ 〃 九頭竜温泉ホテル 

フレアール和泉コテージ 

大人６,３００円と１２,０００円 
の２区分（食事なし） ６６‐１８１１ 

ホテル 
サンレア・２１ 大人７,３５０円～ ６６‐００１２ こし路荘旅館 

にしき旅館 大人８,４００円～ ６５‐２２７５ 

九頭竜温泉 
ホテルフレアール和泉 

▲越前大野城 



暮らしのガイド 
問合先（岩倉市役所）　☎0587－66－1111（代表） 
ふれ愛コールいわくら　☎0587－38－1717 
市民の声FAX　　　　   　0587－38－2471 
E-mail         　　　　   koho.prsec@city.iwakura.aichi.jp
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        ●
史
跡
公
園
月
釜
 

  　
岩
倉
市
文
化
協
会
で
は
、
ご

家
族
で
お
茶
に
親
し
ん
で
い
た

だ
く
た
め
に
、
お
茶
会
を
開
催

し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２１
日
（日）
午
前
１０

時
〜
正
午
（
雨
天
決
行
）
 

▼
と
こ
ろ
　
史
跡
公
園
鳥
居
建

民
家
（
大
地
町
）
 

▼
茶
券
　
１
席
３
０
０
円
（
お

抹
茶
と
お
菓
子
）
 

▼
席
主
　
岩
倉
市
茶
華
道
連
盟

海
老
沢
社
中
 

▼
問
合
先
　
岩
倉
市
文
化
協
会

事
務
局
（
生
涯
学
習
課
内

☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
 

  ●
退
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
 

  　
中
小
・
未
組
織
勤
労
者
を
対

象
に
「
退
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
す
。
 

　
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
年
金

の
受
給
（
い
つ
か
ら
・
受
取
額

は
？
）
に
つ
い
て
の
現
状
、
税

金
、
生
き
が
い
、
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
等
の
基
礎
講
座
と
福
祉

事
業
団
体
（
東
海
ろ
う
き
ん
・

全
労
済
）
を
活
用
し
て
の
生
涯

サ
ポ
ー
ト
に
つ
い
て
、
社
会
保

険
労
務
士
の
高
木
隆
司
さ
ん
か

ら
お
話
を
聞
き
ま
す
。
 

▼
対
象
　
５０
歳
か
ら
６０
歳
で
、

原
則
ご
夫
婦
で
参
加
で
き
る
人
 

▼
と
き
　
１２
月
８
日
（土）
午
後
零

時
３０
分
〜
３
時
３０
分
 

※
昼
食
を
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
正
午
ま
で
に
受
付
を
済
ま

せ
て
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
こ
ろ
　
全
労
済
一
宮
会
館

４
階
大
ホ
ー
ル
（
一
宮
市
猿
海

道
１
‐
１
‐
１４
）
 

※
受
付
後
、
会
場
案
内
を
送
付

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

▼
申
込
期
限
　
１１
月
１５
日
（木）

（
先
着
順
）
 

▼
定
員
　
３０
組
６０
人
 

▼
費
用
　
無
料
（
昼
食
付
）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
愛
知
県
労

働
者
福
祉
協
議
会
尾
張
西
支
部

（
☎
０
５
８
６
‐
２
６
‐
１
２

６
１
）
 

  　
み
ん
な
で
考
え
ま
し
ょ
う
 

　
こ
こ
ろ
の
健
康
と
私
た
ち
の
く
ら
し
 

●
尾
張
北
部
地
域
こ
こ
ろ
の

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
 

  　
心
の
健
康
へ
の
関
心
を
高
め
、

精
神
障
害
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
の
催
し
で

す
。
 

▼
と
き
　
１０
月
２７
日
（土）
午
前
１０

時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
総
合
体
育
文
化
セ

ン
タ
ー
 

▼
入
場
料
　
無
料
 

▼
内
容
　
 

①
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
 

★
午
前
１０
時
４５
分
〜
午
後
零
時

１５
分
…
和
太
鼓
・
合
唱
・
演
劇
・

楽
器
演
奏
 

★
午
後
１
時
〜
１
時
３０
分
…
岩

倉
市
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

演
奏
 

②
講
演
　
午
後
２
時
〜
３
時
３０

分
 

テ
ー
マ
…
「
コ
コ
ロ
は
い
つ
も

わ
は
は
色
」
 

講
師
…
内
藤
洋
子
さ
ん
（
エ
ッ

セ
イ
ス
ト
）
 

③
展
示
・
相
談
等
 

午
前
１０
時
３０
分
〜
午
後
３
時
３０

分
 

関
係
団
体
・
機
関
の
活
動
紹
介

や
作
品
展
示
な
ど
。
希
望
者
に

は
、
精
神
保
健
福
祉
相
談
員
、

保
健
師
に
よ
る
「
こ
こ
ろ
の
健

康
相
談
」
を
実
施
。
 

▼
主
催
　
尾
張
北
部
地
域
こ
こ

ろ
の
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
実

行
委
員
会
 

▼
後
援
団
体
　
岩
倉
市
教
育
委

員
会
　
ほ
か
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
江
南
保
健

所
（
☎
５
６
‐
２
１
５
７
）
 

催し  

た
か

ぎ

た
か

し 

な
い
と
う
よ
う

こ 

　ご家庭で眠っている不用品の有効利用と、むだ
のない消費生活のために不用品データバンクをご
活用ください。 
　物品のやりとりは、当事者間で話し合っていた
だきます。 
 
登録物品（９月２０日現在） 
　あげます（無償） 
ワープロ、炊飯器、Ａ型ベビーカー 
　求めます 
自転車（男児用）、一宮東養護学校制服（男子
用・冬服一式）、自転車（大人用） 
※岩倉市ホームページ（アドレス裏表紙参照）でも
ご確認いただけます。 
 
　問合先　商工農政課商工観光係（☎３８－５８
１２） 

不用品データバンク 
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        ●
岩
倉
市
ダ
ブ
ル
ス
卓
球

選
手
権
大
会
参
加
者
 

　
 

 ▼
と
き
　
１０
月
２８
日
（日）
午
前
９

時
〜
 

▼
と
こ
ろ
　
岩
倉
市
立
体
育
館

（
岩
倉
北
小
学
校
内
）
 

▼
種
目
　
男
女
別
ダ
ブ
ル
ス
戦
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
か
お
勤
め
で
、
中
学
生
以
上

の
人
 

▼
参
加
費
　
高
校
生
以
上
…
３

０
０
円
、
中
学
生
…
２
０
０
円

（
協
会
員
は
無
料
）
 

▼
申
込
期
限
　
１０
月
２０
日
（土）
 

▼
申
込
先
　
卓
球
協
会
事
務
局

ま
た
は
、
岩
倉
市
体
育
協
会
事

務
局
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ

ー
内
☎
６
６
‐
２
２
２
２
）
 

▼
問
合
先
　
卓
球
協
会
事
務
局

長
谷
川
（
☎
３
７
‐
６
２
０
５
）
 

  ●
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
参
加
者
 

　
 

 　
広
場
で
手
軽
に
で
き
、
多
く

の
人
に
お
楽
し
み
い
た
だ
け
る

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

を
開
催
し
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１８
日
（日）
午
前
９

時
〜
（
予
備
日
１１
月
２５
日
（日）
）
 

▼
と
こ
ろ
　
石
仏
ス
ポ
ー
ツ
広

場
 

▼
競
技
方
法
　
個
人
戦
（
８
ホ

ー
ル
×
２
）
 

▼
参
加
資
格
　
市
内
に
お
住
ま

い
か
お
勤
め
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
愛
好
家
 

▼
参
加
費
　
１
人
　
２
０
０
円
 

▼
申
込
期
限
　
１１
月
３
日
（土）
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ

課
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

内
☎
６
６
‐
２
２
２
２
）
ま
た

は
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会

村
上
（
☎
３
７
‐
５
５
９
６
）
 

        　
戦
没
者
等
の
ご
遺
族
へ
 

●
特
別
弔
慰
金
の
請
求
は

お
済
み
で
す
か
 

  　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご

遺
族
で
、
平
成
１７
年
４
月
１
日

に
お
い
て
、
公
務
扶
助
料
や
遺

族
年
金
等
を
受
け
る
人
が
い
な

い
場
合
に
、
第
八
回
特
別
弔
慰

金
と
し
て
額
面
４０
万
円
、
１０
年

償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
 

▼
対
象
者
　
次
の
順
番
に
よ
る

先
着
順
位
の
ご
遺
族
１
人
 

①
弔
慰
金
の
受
給
権
者
 

②
戦
没
者
等
の
子
 

③
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有

し
て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等

と
氏
が
同
じ
で
あ
る
父
母
、
孫
、

祖
父
母
、
兄
弟
姉
妹
 

④
③
以
外
の
父
母
、
孫
、
祖
父

母
、
兄
弟
姉
妹
 

⑤
①
〜
④
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を
有

し
て
い
た
三
親
等
内
の
親
族
 

▼
申
込
期
限
　
平
成
２０
年
３
月

３１
日
（月）
 

※
期
限
が
近
づ
い
て
い
ま
す
の

で
、
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
福
祉
課
福
祉
係
（
☎

３
８
‐
５
８
０
９
）
 

  　
異
動
の
届
出
は
１４
日
以
内
に
 

●
国
民
健
康
保
険
の
異
動

の
届
け
出
を
お
忘
れ
な

く
 

  　
会
社
等
を
退
職
し
、
職
場
の

健
康
保
険
、
共
済
組
合
等
の
健

康
保
険
被
保
険
者
の
資
格
が
な

く
な
っ
た
り
、
被
扶
養
者
の
認

定
を
取
り
消
さ
れ
た
と
き
は
、

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会

社
等
に
就
職
し
、
健
康
保
険
の

被
保
険
者
証
を
受
け
と
っ
た
と

き
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め

る
手
続
き
が
必
要
で
す
。
 

　
こ
の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た

場
合
は
、
異
動
の
日
か
ら
１４
日

以
内
に
市
民
窓
口
課
保
険
医
療

係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
資
格
取
得
の
届
け
出
が
遅
れ

る
と
医
療
給
付
を
受
け
て
い
な

く
て
も
国
民
健
康
保
険
税
は
、

社
会
保
険
等
の
資
格
が
な
く
な

っ
た
と
き
や
転
入
し
た
と
き
ま

で
さ
か
の
ぼ
り
課
税
さ
れ
ま
す
。
 

　
税
金
は
納
め
て
も
給
付
は
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
に
な

ら
な
い
た
め
に
も
早
め
に
届
け

ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
保
険

医
療
係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
７
）
 

手続き 

募集  

こんなとき 
会社等（社会保険）をやめたとき 
転入したとき 
生活保護を受けなくなったとき 
出生したとき 

会社等（社会保険）に入ったとき  
 
転出するとき 
生活保護を受け始めたとき 
死亡したとき 

退職者医療制度に該当したとき 
 
退職者医療制度に該当しなくなったとき 
市内で住所が変わったとき（転居） 
被保険者の氏名が変わったとき 
世帯主が変わったとき 
世帯の合併、分離をしたとき 
被保険者証をなくしたとき 
修学のため遠隔地へ行くとき 
長期出張等で別の被保険者証がいるとき 

健康保険資格喪失証明書　印鑑 
印鑑 
保護廃止決定通知書　印鑑 
国保の被保険者証　母子健康手帳　印鑑 
国保の被保険者証 
会社等（社会保険）の被保険者証 
国保の被保険者証 
国保の被保険者証　保護決定通知書 
国保の被保険者証　印鑑 
国保の被保険者証　年金証書（加入月数 
の確認できるもの）　印鑑 
 
 
国保の被保険者証 
印鑑
 

 
印鑑　身分証明書（免許証等） 
国保の被保険者証　在学証明書　印鑑 
国保の被保険者証　印鑑 

必要なもの 
取
得
す
る
場
合
 
喪
失
す
る
場
合
 

そ
の
他
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  ●
市
役
所
で
年
金
記
録
が

確
認
で
き
ま
す
 

  　
皆
さ
ん
の
年
金
記
録
は
、
国

（
社
会
保
険
庁
）
の
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
皆
さ
ん
に
安
心
し
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
岩
倉
市
で
は
市
民

窓
口
課
の
窓
口
で
、
年
金
の
加

入
記
録
や
納
付
記
録
の
照
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
持
ち
物
　
年
金
手
帳
か
年
金

証
書
ま
た
は
、
本
人
確
認
で
き

る
も
の
（
運
転
免
許
証
や
健
康

保
険
証
な
ど
）
 

※
本
人
、
ご
家
族
以
外
の
人
が

窓
口
に
お
越
し
の
と
き
は
委
任

状
が
必
要
で
す
。
 

▼
相
談
内
容
　
厚
生
年
金
や
国

民
年
金
の
加
入
記
録
と
納
付
記

録
 

※
基
礎
年
金
番
号
や
提
示
い
た

だ
い
た
国
民
年
金
や
厚
生
年
金

の
記
号
番
号
の
記
録
照
会
を
行

い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
記
録
が

あ
る
場
合
は
、
恐
れ
入
り
ま
す

が
、
社
会
保
険
事
務
所
で
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
 

年
金
出
張
相
談
所
 

　
市
役
所
で
、
毎
月
１
回
、
社

会
保
険
事
務
所
職
員
に
よ
る
年

金
出
張
相
談
所
が
開
設
さ
れ
て

い
ま
す
。
 

　
厚
生
年
金
、
国
民
年
金
を
含

め
た
年
金
全
般
の
相
談
や
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
 

　
た
だ
し
、
混
雑
時
に
は
待
ち

時
間
な
ど
で
ご
迷
惑
を
お
か
け

す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
 

▼
と
き
・
と
こ
ろ
　
表
の
と
お

り
　
 

               ▼
持
ち
物
　
年
金
手
帳
、
年
金

証
書
、
印
鑑
、
代
理
の
人
が
お

越
し
の
と
き
に
は
委
任
状
。
手

続
き
の
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め

社
会
保
険
事
務
所
に
必
要
な
も

の
を
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。
 

ね
ん
き
ん
あ
ん
し
ん
ダ
イ
ヤ
ル
 

　
社
会
保
険
庁
に
よ
る
電
話
相

談
で
す
。
２４
時
間
、
皆
さ
ん
の

年
金
記
録
が
確
認
で
き
ま
す
。

基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
よ
う

に
年
金
手
帳
な
ど
を
用
意
の
う

え
、
ご
本
人
が
お
か
け
く
だ
さ

い
。
 

☎
０
１
２
０
‐
６
５
７
８
３
０

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
、
携
帯
電

話
も
可
）
 

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー

ド
を
取
得
す
る
と
確
認
が
で
き

ま
す
。
 

h
ttp
://w

w
w
.s
ia
.g
o
.jp
 

▼
問
合
先
　
市
民
窓
口
課
市
民

窓
口
係
年
金
担
当
（
☎
３
８
‐

５
８
０
７
）
、
ま
た
は
、
一
宮

社
会
保
険
事
務
所
（
☎
０
５
８

６
‐
４
５
‐
１
４
１
１
）
 

  ●
年
金
手
帳
を
な
く
し
た

と
き
は
 

  　
年
金
手
帳
が
な
く
な
っ
た
り
、

破
損
や
汚
れ
で
使
用
で
き
な
く

な
っ
た
り
し
た
と
き
は
、
市
役

所
の
窓
口
で
年
金
手
帳
の
再
交

付
の
申
請
が
で
き
ま
す
。
 

▼
対
象
者
　
岩
倉
市
に
お
住
ま

い
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保

険
者
 

※
厚
生
年
金
の
加
入
者
（
第
２

号
被
保
険
者
）
ま
た
は
、
厚
生

年
金
等
の
加
入
者
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
配
偶
者
（
第
３
号
被
保

険
者
）
に
つ
い
て
は
、
社
会
保

険
事
務
所
で
再
交
付
の
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。
 

▼
持
ち
物
　
運
転
免
許
証
や
健

康
保
険
証
な
ど
の
本
人
確
認
で

き
る
も
の
、
印
鑑
、
年
金
手
帳

の
破
損
や
汚
れ
の
と
き
に
は
そ

の
年
金
手
帳
 

▼
受
取
方
法
　
申
請
後
、
社
会

保
険
事
務
所
よ
り
ご
自
宅
へ
郵

送
さ
れ
ま
す
。
 

▼
そ
の
他
　
年
金
手
帳
は
、
厚

生
年
金
保
険
、
国
民
年
金
、
船

員
保
険
の
い
ず
れ
か
の
被
保
険

者
に
な
っ
た
と
き
に
交
付
さ
れ
、

違
う
制
度
に
加
入
し
て
も
、
新

た
に
年
金
手
帳
の
交
付
を
受
け

る
こ
と
は
な
く
、
所
持
し
て
い

る
年
金
手
帳
を
使
用
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
 

 
ま
た
、
現
在
発
行
さ
れ
て
い

る
の
は
青
い
色
の
年
金
手
帳
で

す
が
、
以
前
の
様
式
の
オ
レ
ン

ジ
や
そ
れ
以
外
の
色
の
手
帳
が

あ
れ
ば
、
そ
れ
を
使
用
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
結
構
で
す
。
 

 
年
金
手
帳
に
記
載
さ
れ
て
い

る
基
礎
年
金
番
号
は
、
一
生
を

通
じ
て
変
わ
ら
な
い
も
の
で
す

の
で
、
手
帳
は
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。
 

 
な
お
、
「
国
民
年
金
手
帳
保

管
書
」
を
お
持
ち
の
人
で
、
年

金
手
帳
を
お
持
ち
で
な
い
場
合

は
、
市
役
所
市
民
窓
口
課
で
ご

相
談
く
だ
さ
い
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
市
民
窓
口

課
市
民
窓
口
係
年
金
担
当
（
☎

３
８
‐
５
８
０
７
）
、
ま
た
は
、

一
宮
社
会
保
険
事
務
所
（
☎
０

５
８
６
‐
４
５
‐
１
４
１
１
）
 

  ●
市
税
の
納
税
に
は
、
安

全
で
便
利
な
口
座
振
替

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
 

　
 

  
岩
倉
市
で
は
、
市
税
や
介
護

保
険
料
な
ど
の
支
払
い
に
、
安

全
で
大
変
便
利
な
口
座
振
替
制

度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

 
口
座
振
替
は
、
一
度
の
手
続

き
で
、
決
ま
っ
た
日
に
自
動
的

に
銀
行
な
ど
の
口
座
か
ら
支
払

い
を
済
ま
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

　
納
め
忘
れ
を
な
く
す
た
め
に

も
、
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

▼
口
座
振
替
が
で
き
る
も
の
 

★
市
県
民
税
（
個
人
・
普
通
徴

収
分
）
 

★
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
 

★
軽
自
動
車
税
 

★
国
民
健
康
保
険
税
 

★
介
護
保
険
料
 

★
保
育
料
 

★
学
童
保
育
料
 

★
水
道
料
（
下
水
道
使
用
料
を

含
む
）
 

▼
手
続
き
の
し
か
た
 

　
預
金
通
帳
、
預
金
通
帳
使
用

印
鑑
、
口
座
振
替
を
利
用
し
た

い
市
税
や
保
険
料
な
ど
の
領
収

書
ま
た
は
、
納
付
通
知
書
を
持

参
し
、
預
金
口
座
の
あ
る
取
扱

金
融
機
関
ま
た
は
、
市
役
所
税

務
課
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
ま
た
、
郵
便
に
よ
る
口
座
振
 

１０/２２（月） 
１１/２６（月） 
１２/２５（火） 

平成２０年　 
１/２８（月） 
２/２５（月） 
３/２４（月） 

午前１０時～ 
正午 
 
午後１時～ 
３時 
 

市役所２階 
会議室２ 

とき ところ 

市役所１階 
市民相談室 
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★１０月３１日（水）は市県民税第３期の納期限です★ 
　お忘れなく納税してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を
１０月３０日（火）までにご確認ください。 
問合先　税務課収納係（☎３８－５８０６） ▼

 

●対　　象　次のすべてに該当する建築物 
　　　　　　①建築時期が昭和５６年５月３１日以前に着工した住宅 
　　　　　　②構造が木造で２階建て以下（鉄骨造、鉄筋コンクリート造などは対象外） 
　　　　　　③構法が在来軸組構法または伝統工法（ツーバイフォー、木質パネル構法などは対象外） 
　　　　　　④用途が戸建て専用・併用住宅、長屋、共同住宅（ただし、空家は対象外） 
●申込方法　土木課建築係に用意してある簡易耐震診断票に必要事項を記入のうえ、提出してください。 
●申 請 者　住宅の所有者 

　無料耐震診断等の結果、倒壊の危険があると判断された木造住宅の耐震
改修工事を実施する人に対して、耐震改修工事費を補助します。 
●対象となる建築物　岩倉市が実施する無料耐震診断または、（財）愛知
県建築住宅センターが実施する耐震診断において、判定値が１．０未満と
診断された旧基準木造住宅（昭和５６年５月３１日以前に建てられた木造
住宅）で、判定値を１．０以上とする耐震改修工事。ただし、耐震補強上
有効な耐震改修工事（判定値に０．３を加算した数値以上とする）に限る。 
●補助の金額　１戸あたり６０万円を限度（ただし、６０万円未満の場合 
　　　　　　　は、その金額となります。） 
●補助の対象　一敷地に１戸を補助の対象とします。 
●問　合　先　土木課建築係（☎６６－１１１１内線６５８）まで。 

替
依
頼
も
受
け
付
け
て
い
ま
す

の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

※
保
育
料
・
学
童
保
育
料
は
各

保
育
園
ま
た
は
、
各
児
童
館
お

よ
び
児
童
課
で
手
続
き
し
て
く

だ
さ
い
。
 

▼
取
扱
金
融
機
関
 

三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
・
い
ち

い
信
用
金
庫
・
愛
知
北
農
業
協

同
組
合
・
中
京
銀
行
・
岐
阜
銀

行
・
名
古
屋
銀
行
・
十
六
銀
行
・

愛
知
銀
行
・
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の

全
国
の
本
店
・
支
店
で
す
。
 

※
保
育
料
・
学
童
保
育
料
は
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
は
取
り
扱
い

で
き
ま
せ
ん
。
 

▼
振
替
期
日
　
申
込
日
か
ら
振

替
開
始
ま
で
に
１
か
月
の
期
間

が
必
要
で
す
。
そ
の
間
に
納
期

が
来
る
税
に
つ
い
て
は
、
お
送

り
し
ま
し
た
納
税
通
知
書
に
よ

り
、
直
接
現
金
で
納
付
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
 

※
領
収
書
が
必
要
な
人
は
、
各

担
当
課
で
領
収
書
を
発
行
し
ま

す
の
で
、
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
 

市
県
民
税
・
固
定
資
産
税
・
軽

自
動
車
税
…
税
務
課
収
納
係
（
☎

３
８
‐
５
８
０
６
）
 

国
民
健
康
保
険
税
…
市
民
窓
口

課
保
険
医
療
係
（
☎
３
８
‐
５

８
０
７
）
 

介
護
保
険
料
…
生
き
が
い
課
介

護
保
険
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１

１
）
 

保
育
料
・
学
童
保
育
料
…
児
童

課
児
童
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１

０
）
 

水
道
料
金
（
下
水
道
使
用
料
）

…
水
道
課
業
務
係
（
☎
３
８
‐

５
８
１
６
）
 

  ●
防
犯
対
策
助
成
金
交
付

制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
 

　
 

 　
こ
の
制
度
は
、
犯
罪
を
未
然

に
防
止
す
る
た
め
に
鍵
の
付
け

替
え
な
ど
、
新
た
に
防
犯
対
策

を
行
っ
た
世
帯
に
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
助
成
す
る
も
の
で
、

８
月
ま
で
に
６
９
０
世
帯
で
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

 
こ
の
制
度
は
、
平
成
２０
年
３

月
を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。
今

一
度
、
皆
さ
ん
の
お
宅
の
防
犯

対
策
を
見
直
し
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
 

▼
対
象
者
　
岩
倉
市
に
住
民
登

録
ま
た
は
、
外
国
人
登
録
が
あ

り
、
居
住
し
て
い
る
世
帯
主
 

※
１
世
帯
に
つ
き
１
回
限
り
。
 

▼
対
象
と
な
る
も
の
 

①
玄
関
、
勝
手
口
等
の
出
入
口

の
鍵
を
交
換
ま
た
は
、
補
助
錠
、

サ
ム
タ
ー
ン
カ
バ
ー
、
ガ
ー
ド

プ
レ
ー
ト
等
の
取
り
付
け
 

②
サ
ッ
シ
等
を
防
犯
ガ
ラ
ス
に

交
換
ま
た
は
、
防
犯
フ
ィ
ル
ム
、

補
助
錠
、
格
子
等
の
取
り
付
け
 

③
共
同
住
宅
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス

ま
た
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の

共
有
部
分
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た

は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
 

④
住
居
等
に
防
犯
カ
メ
ラ
ま
た

は
、
セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
の
取
り

付
け
 

⑤
駐
車
場
内
に
防
犯
カ
メ
ラ
、

セ
ン
サ
ー
ラ
イ
ト
ま
た
は
、
照

明
灯
の
取
り
付
け
 

⑥
自
家
用
車
両
（
自
動
車
・
オ

ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
）
に
ハ
ン

ド
ル
ロ
ッ
ク
カ
バ
ー
ま
た
は
、

盗
難
防
止
装
置
の
取
り
付
け
 

⑦
住
居
敷
地
内
に
玉
砂
利
等
を

敷
設
 

▼
助
成
額
　
経
費
の
２
分
の
１

（
１
０
０
円
未
満
は
切
り
捨
て
）

で
限
度
額
５
千
円
 

※
平
成
１７
年
３
月
３１
日
以
前
の

防
犯
対
策
は
対
象
外
で
す
。
 

▼
申
請
方
法
　
行
政
課
に
あ
る

申
請
書
に
口
座
番
号
な
ど
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
品
物

等
が
分
か
る
領
収
書
を
添
え
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

　
な
お
、
賃
貸
住
宅
等
の
場
合

は
、
所
有
者
（
大
家
さ
ん
）
の

同
意
書
が
必
要
で
す
。
 

 
ま
た
、
助
成
金
は
振
込
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
口
座
番

号
の
分
か
る
も
の
（
郵
便
局
は

除
く
）
と
印
鑑
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
行
政
課
生
活
安
全

係
（
☎
３
８
‐
５
８
０
４
）
 

耐震改修工事費を補助します 

税制の特例措置の適用 

　平成１８年度から住宅・建築物
に係る耐震改修促進税制の創設に
より、耐震改修工事を行った場合、
所得税の特別控除や固定資産税の
減額措置が受けられます。 
　詳しくは、お問い合わせください。 
●問合先　税務課課税第２係（☎
６６－１１１１内線５７５）まで。 
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　岩倉市ではペットボトルを月
に１回の分別収集で回収してい
ます。ペットボトルは「ポリエ
チレンテレフタレート」という
素材でできており、たまごのパ
ックや作業服の素材などにリサ
イクルすることができる資源で
す。 
　最近、ペットボトルが正しく分別されていない事例
が見られます。特にペットボトルをプラスチック製容
器包装資源に混ぜて出すことのないようにしてくださ
い。 
　正しく効率的な再資源化など、確実なリサイクルが
できるように市民の皆さん一人ひとりが分別方法をお
守りいただきますよう、ご協力をお願いします。 
　問合先　環境保全課生活環境係（☎３８－５８０８）
または、清掃事務所（☎６６－５９１２） 

        ●
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
・

講
習
会
 

  １１
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
指
導
 

　
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
で
は
、
専
門

の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る

効
果
的
な
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
方
法

や
総
合
的
な
体
力
向
上
の
た
め

の
運
動
、
腰
痛
や
肩
こ
り
に
関

す
る
運
動
な
ど
の
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
指
導
を
行
い
ま
す
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１７
日
（土）
・
２５
日

（日）
午
後
１
時
〜
５
時
 

▼
対
象
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
利

用
登
録
証
を
お
持
ち
の
人
 

１２
月
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
習
会
 

 
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
を
利
用
す
る

た
め
に
は
、
講
習
会
の
受
講
が

必
要
で
す
。
 

 
ま
た
、
利
用
申
込
者
数
に
よ

り
講
習
日
を
変
更
、
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
 

▼
講
習
内
容
　
①
オ
リ
エ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
②
器
具
の
説
明
③
実

技
 

▼
対
象
　
１６
歳
以
上
 

▼
定
員
　
１
回
の
講
習
に
つ
き

１５
人
 

▼
費
用
　
２
０
０
円
 

▼
申
込
方
法
　
１１
月
１
日
（木）
か

ら
、
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
（
申
し
込
み
は
、
１
人

に
つ
き
１
名
、
電
話
不
可
）
。
 

                 ▼
申
込
・
問
合
先
　
ス
ポ
ー
ツ

課
（
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

内
☎
６
６
‐
２
２
２
２
）
 

  ●
こ
こ
ろ
の
健
康
講
座
 

   
う
つ
病
は
、
誰
も
が
か
か
る

病
気
で
、
病
気
だ
と
気
づ
き
に

く
い
の
が
特
徴
で
す
が
、
早
め

の
適
切
な
対
処
が
回
復
に
つ
な

が
り
ま
す
。
 

　
自
分
の
た
め
に
、
家
族
の
た

め
に
、
こ
こ
ろ
の
健
康
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

▼
と
き
　
１１
月
１２
日
（月）
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
 

▼
と
こ
ろ
　
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
視
聴
覚
室
 

▼
講
師
　
　
医
師
　
檜
木
治
幸

さ
ん
（
岩
倉
メ
ン
タ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
）
　
 

▼
内
容
　
講
演
　
「
見
逃
さ
な

い
で
、
こ
こ
ろ
の
Ｓ
Ｏ
Ｓ
〜
う

つ
病
に
つ
い
て
〜
」
 

▼
申
込
方
法
　
保
健
セ
ン
タ
ー

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
電

話
可
）
。
 

▼
申
込
・
問
合
先
　
保
健
セ
ン

タ
ー
（
☎
３
７
‐
３
５
１
１
）
 

        ●
行
政
書
士
無
料
相
談
会
 

  　
１０
月
は
、
行
政
書
士
制
度
強

調
月
間
で
す
。
 

　
愛
知
県
行
政
書
士
会
尾
北
支

部
で
は
、
こ
の
月
間
行
事
と
し

て
無
料
相
談
会
を
開
き
ま
す
。
 

　
幅
広
い
法
律
知
識
に
基
づ
い

て
、
担
当
の
行
政
書
士
が
分
か

り
や
す
く
説
明
し
ま
す
。
 

　
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
 

▼
と
き
　
１０
月
３０
日
（火）
午
後
１

時
３０
分
 

▼
と
こ
ろ
　
市
役
所
市
民
相
談

室
 

▼
相
談
内
容
　
農
地
法
許
可
、

開
発
許
可
、
建
設
業
許
可
、
風

俗
営
業
許
可
の
各
申
請
 

各
種
申
請
書
等
の
作
成
を
他

人
に
依
頼
す
る
と
き
は
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
 

　
官
公
署
に
提
出
す
る
各
種
申

請
書
、
届
出
書
等
に
つ
い
て
、

他
人
に
そ
の
作
成
を
依
頼
し
た

り
、
相
談
し
た
り
、
あ
る
い
は

そ
れ
ら
の
書
類
を
県
や
市
町
村

な
ど
の
官
公
署
に
提
出
す
る
手

続
き
の
代
行
を
依
頼
し
た
り
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
う

し
た
と
き
の
た
め
に
行
政
書
士

制
度
が
あ
り
ま
す
。
 

①
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
、

権
利
義
務
・
事
実
証
明
に
関
す

る
書
類
（
実
地
検
査
に
基
づ
く

図
面
類
を
含
む
）
の
作
成
 

②
①
の
書
類
を
官
公
署
に
提
出

す
る
手
続
き
の
代
行
 

③
①
の
書
類
の
作
成
に
つ
い
て

の
相
談
 

　
行
政
書
士
の
会
員
で
な
い
人

が
、
他
人
の
依
頼
を
受
け
、
報

酬
を
得
て
①
の
業
務
を
行
う
こ
 

ひ
の

き

は
る
ゆ
き 

★１０月３１日（水）は国民健康保険税第７期の納期限です★ 
　お忘れなく納税してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を
１０月３０日（火）までにご確認ください。 
問合先　市民窓口課保険医療係（☎３８－５８０７） ▼

 

相 談 
その他 

講座  
教室  

▼
 

○印に講習会を開催します。 

時間 

月・日 １２月 

７日 

金 

８日 

土 

１６日 

日 

１９日 

水 
曜日 

１０：３０～１２：００ 

１９：３０～２１：００ 
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　市内でこんな道路標識（写真下）を見
かけたことはありませんか。この標識は
歩行者専用道路（歩行者だけの通行のた
めに設けられた道路）を示すもので、区
間内において車両は通行することはでき
ません。 
　小学校の近くでは登下校時間に合わせ
車両の通行を禁止する時間帯の指定があ
る場合もあります。なお指定時間外であ
っても、車両を運転中にこの標識を見か
けたら速度を落とし、注意して走行して
ください。 
　問合先　行政課生活安全係（☎３８－
５８０４） 

と
は
、
行
政
書
士
法
に
よ
り
、

禁
止
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
に
違

反
し
た
場
合
は
罰
せ
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
 

　
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
の

作
成
を
他
人
に
依
頼
す
る
と
き

は
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
愛
知
県
行
政
書
士

会
尾
北
支
部
事
務
局
（
☎
０
５

６
８
‐
６
１
‐
１
４
９
４
）
 

★１０月３１日（水）は介護保険料第７期の納期限です★ 
　お忘れなく納税してください。口座振替を利用されている人は、預金残高を
１０月３０日（火）までにご確認ください。 
問合先　生きがい課介護保険係（☎３８－５８１１） ▼
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  ●
子
ど
も
た
ち
の
安
全
は

家
庭
と
地
域
の
ス
ク
ラ

ム
で
「
子
ど
も
１
１
０

番
の
家
」
 

  　
子
ど
も
の
誘
拐
（
連
れ
去
り
）、

チ
カ
ン
な
ど
の
犯
罪
が
、
全
国

的
に
頻
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
犯
罪
か
ら
子
ど
も
を
守

る
に
は
、
日
ご
ろ
の
家
庭
や
学

校
で
の
防
犯
教
育
と
、
地
域
の

人
た
ち
の
見
守
り
あ
い
（
愛
）

が
必
要
で
す
。 

★
不
審
な
人
・
車
が
近
づ
い
て

き
た
 

★
知
ら
な
い
人
に
声
を
か
け
ら

れ
た
 

★
車
に
乗
せ
ら
れ
そ
う
に
な
っ
た
 

な
ど
の
場
合
に
、
子
ど
も
た
ち

が
、
助
け
を
求
め
る
た
め
の
緊

急
避
難
所
と
し
て
、
「
こ
ど
も

１
１
０
番
の
家
」
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
、
ど
こ
な
の
か
、
よ
く

教
え
て
お
く
こ
と
も
大
事
で
す
。
 

　
次
の
「
５
つ
の
お
や
く
そ
く
」

を
机
の
前
や
よ
く
目
に
つ
く
所

に
貼
っ
て
お
き
、
し
っ
か
り
守

る
よ
う
に
習
慣
づ
け
さ
せ
て
く

だ
さ
い
。 

①
知
ら
な
い
人
に
は
つ
い
て
い

か
な
い
 

②
遊
び
に
行
く
と
き
は
、
ど
こ

で
、
誰
と
遊
ぶ
か
家
の
人
に
言

っ
て
か
ら
出
か
け
る
 

③
誰
か
に
連
れ
て
行
か
れ
そ
う

に
な
っ
た
ら
「
た
す
け
て
ー
」

と
大
声
で
叫
ぶ
 

④
１
人
で
は
遊
ば
な
い
 

⑤
友
達
が
知
ら
な
い
人
に
連
れ

て
行
か
れ
そ
う
に
な
っ
た
と
き

も
大
声
で
叫
ぶ
 

　
怖
い
と
思
っ
た
ら
、
「
こ
ど

も
１
１
０
番
の
家
」
の
看
板
の

あ
る
家
に
逃
げ
こ
み
ま
し
ょ
う
。
 

▼
問
合
先
　
江
南
警
察
署
生
活

安
全
課
（
☎
５
６
‐
０
１
１
０
）
 

  　
育
て
よ
う
　
自
分
に
勝
て
る
 

 
子
　
負
け
な
い
子
 

●
青
少
年
健
全
育
成
県
民

運
動
 

   
日
本
の
未
来
を
担
う
青
少
年

が
、
誇
り
と
自
覚
を
身
に
つ
け
、

非
行
に
陥
る
こ
と
な
く
、
豊
か

な
個
性
と
能
力
を
持
っ
た
人
間

に
成
長
す
る
こ
と
は
、
県
民
す

べ
て
の
願
い
で
す
。
 

 
そ
の
た
め
に
、
愛
知
県
で
は

家
庭
、
学
校
、
地
域
等
が
一
体

と
な
り
、
青
少
年
健
全
育
成
県

民
運
動
を
展
開
し
ま
す
。
 

▼
ス
ロ
ー
ガ
ン
 

「
育
て
よ
う
　
自
分
に
勝
て
る
 

子
　
負
け
な
い
子
」
 

▼
強
調
期
間
　
１１
月
１
日
（木）
〜

３０
日
（金）
 

▼
問
合
先
　
生
涯
学
習
課
生
涯

学
習
係
（
☎
３
８
‐
５
８
１
９
）
 

▼
 

（仮称）長瀬公園整備工事実施 
設計業務（土木工事設計） 

区画線設置工事（その２） 東町外地内 
ラインファルト工業㈱ 
中部営業所 ４,５１５,０００ 

９/１１～ 
Ｈ２０／３／２５ 

９/１１～ 
Ｈ２０／２／２９ 

（９月６日） 

３,２５５,０００ ㈱オオバ名古屋支店 東町地内 

工事名等 工事場所等 契約業者名 契約金額（円） 期間 
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　市民相談室は、市役所１階です。個室の相談室と
なっていますので、お気軽にご相談ください。 
　なお、各相談は、正午から午後１時までお昼の休
憩をいただきます。 
■一般相談 
　とき  月～金曜日（祝日、振替休日を除く） 
午前９時～午後４時 
■総合福祉相談 
１０月１９日（金）午後１時～４時 
★身体障害者相談 
★戦没者遺族相談 
■年金相談（市役所２階 会議室２で行います） 
１０月２２日（月）午前１０時～午後３時 
■法律相談（予約制…定員各６人） 
１０月２４日（水）、１１月１３日（火）・２８日（水） 
午後１時～４時 
※毎月１日（土・日曜日、祝日、振替休日は順延）
午前９時から、市民相談室で当月分の予約を受け付
けます（先着順、電話可）。 
■行政相談 
１０月２６日（金）午前１０時～午後３時 
■消費生活相談 
１０月２６日（金）、１１月９日（金）午前９時～
正午 
※消費者トラブル、多重債務問題等に関する相談を
お受けします。 
■母子・寡婦就業相談 
１１月２日（金）午前１０時～午後３時３０分 
■女性相談 
１１月５日（月）・１９日（月）午後１時～３時３０分 
■知的障害者相談 
１１月６日（火）午後１時～４時 
■不動産相談 
１１月８日（木）午後１時～４時 
■人権相談 
１１月９日（金）午後１時～４時 
■登記相談 
１１月１４日（水）午後１時～４時 
 
 
　いじめの問題、親子・近隣関係などの心の悩みは、
一人でくよくよしていても、何の解決にもなりませ
ん。経験豊かなボランティアが電話で相談をお受け
します。お気軽におかけください。 
　とき　毎週月曜日午前１０時～午後４時（祝日、
振替休日を除く） 

お気軽にご相談ください 
 

み な 　 な や む な  

　心の相談電話　☎３７－７８６７ 

  ●
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金
融
の

相
談
料
を
補
助
 

  　
気
軽
に
お
金
を
借
り
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
金

融
（
サ
ラ
金
）
の
利
用
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
が
原
因
で
、
家
庭

の
崩
壊
や
犯
罪
に
至
っ
て
し
ま

う
よ
う
な
悲
し
い
ケ
ー
ス
が
目

立
ち
、
社
会
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
 

　
こ
う
し
た
悲
劇
を
未
然
に
防

ぐ
た
め
に
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
起

こ
る
前
に
、
で
き
る
限
り
早
く

法
律
の
専
門
家
に
相
談
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
 

　
岩
倉
市
で
は
、
愛
知
県
弁
護

士
会
が
開
設
し
て
い
る
「
サ
ラ

金
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
被
害
相
談
」

と
「
消
費
者
被
害
相
談
」
に
相

談
さ
れ
た
場
合
に
、
そ
の
相
談

料
の
５
千
２
５
０
円
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
補
助
を
受
け
る
に

は
、
事
前
に
市
民
相
談
室
で
相

談
を
受
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
 

　
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
 

▼
問
合
先
　
市
民
相
談
室
（
☎

３
８
‐
５
８
２
２
）
 

 

　公共施設に設置しました募金箱等に、大勢の

皆さんから義援金をお寄せいただき、心からお

礼を申し上げます。 

　なお、皆さんからお預かりした義援金は、次

のとおり日本赤十字社新潟県支部へ送らせてい

ただきました。 

　義援金額　１０万２５３円 

　問合先　福祉課福祉係（☎３８－５８０９） ▼
 
▼
 

【主幹級】 

　市民部市民窓口課主幹（後期高齢者医療担当）

尾関友康［総務部財政課財政係長］ 

▼
 

平成１９年１０月１日付け 

※［　　］内は旧職名 
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Departamento de InformaçõesDepartamento de InformaçõesDepartamento de InformaçõesDepartamento de Informações
ご　じょうほう 

に ほん　ご き　 じ 

に ほん　ご き　 じ 

に ほん　ご き　 じ 

A B E R T U R A  DO F E S T I V A L  
CULTURAL MUNICIPAL/FESTIVAL 
DE MÚSICA DO CIDADAO

市民文化祭・市民音楽祭を開催します 
※日本語の記事は、１３㌻にあります
FESTIVAL CULTURAL MUNICIPAL
Data 01/11(quinta) a 04/11(domingo) 10:00~18:00 
(dia 4 até às 16:00 h)
Local  Centro Geral Esportivo e Cultural (Sogo Taiku 
Bunka Center)
Conteúdo
★ 34o Exposição de Arte ...Mostra de obras-primas 
de Arte Japonesa e Ocidental (inclusive xilogravuras, 
design planos), caligrafia (shodo), escultura, fotos e 
outras obras serão expostas. Também serão expostas 
obras de artistas do município sob consignação.
☆ Mostra Municipal ... Exposição de obras-primas, 
fruto do trabalho do dia-a-dia dos cidadãos e grupos 
do município. Será realizada exposição de obras ou 
hobbies de artesanatos, caligrafia, “Tanka” (poema 
japonês 5-7-5-7-7 de 31 sílabas), “Haiku” (poema 
japonês de 17 sílabas - 3 versos de 5, 7 e 5 sílabas 
cada), Costuras de estilo ocidental entre outros. 
★ Exposição de Ikebana ... dias 3 e 4 no 1o andar do 
Fureai Hall
★ Exposição de Bonsai ... 1o andar em frente ao 
Tamokuteki Hall
★ Exposição das obras das crianças e alunos ... 
Exposição das obras das crianças e alunos do ensino 
fundamental das escolas municipais ... Exposição de 
desenhos, trabalhos manuais, caligrafias
★ Cerimônia do chá ... dias 3(sábado) e 4(domingo) 
10:00 às 15:00 horas, lounge do 2o andar, realizada 
pela associação da arte floral e de cerimônia de chá 
de Iwakura.
BAZAR BENEFICIENTE DA ASSOCIAÇÃO 
DOS ESCRITORES E ARTISTAS DE IWAKURA 
A Associação dos Escritores e Artistas de Iwakura 
em cooperação ao Festival Cultural, apresentará as 
obras dos associados escritores e artistas no Bazar 
Beneficiente.
Outrossim, a renda, exceto o valor das molduras dos 
quadros, será doada ao Conselho de Bem-Estar 
Social de Iwakura.
Valor incluso a moldura, Y10,000 por cada quadro
Inscrição durante a exposição, escrever no 
formulário próprio (disponível no local). Caso haja 
vários interessados na mesma obra será feito sorteio.
36o FESTIVAL MUNICIPAL DE MÚSICA
Instrumento musical de sopro, violão, folclore entre 
outros, vários gêneros de músicas serão 
apresentadas.
Data    04/11 (domingo) 10:00
Local Centro Geral Esportivo e Cultural (Sogo 
Taiku Bunka Center – Tamokuteki Hall)
※Dentre os primeiros 100 que estiverem presentes 
no local serão sorteados flores de presente.

ORQUESTRA JUVENIL DE IWAKURA 
& CONCERTO NA ESTAÇÃO DE 
I W A K U R A  DA O R Q U E S T R A  
SINFÔNICA CENTRAL DE AICHI 

岩倉市ジュニアオーケストラ＆セント 
ラル愛知交響楽団岩倉駅コンサート 
※日本語の記事は、１３㌻にあります
Dia 1o de Outubro é “Dia Internacional da 
Orquestra”. Ligado a isto, realizaremos na Estação 
de Iwakura com a Orquestra Juvenil de Iwakura e 
Orquestra Sinfônica  Central de Aichi.
Desfrute do concerto ao vivo que você poderá ouvir 
descontraídamente na estação.
Orquestra Juvenil de Iwakura
Data    21/10(dom) 17:00~17:30
Local   Corredor do subsolo da estação de Iwakura
Estamos atendendo o registro de pessoas 
necessitadas de assistência em tempos de catástrofe

災害時要援護者名簿への登録はお済み 
ですか 
※日本語の記事は、１５㌻にあります
  A municipalidade de Iwakura, em tempo de 
catástrofe, para pessoas idosas, portadores de 
deficiência incapazes de buscarem refúgio por seu 
próprio esforço e estrangeiros incapazes de bem 
compreenderem o idioma japonês, na verificação de 
sua segurança e encaminhamento aos refúgios de 
pessoas com dificuldades de obtenção de 
informações está atendendo aos pedidos de registro 
de pessoas necessitadas de assistência em tempos de 
catástrofes.
A quem atender e registrar
  Vale lembrar que por serem preenchidos dados 
pessoais de caráter privativo e sigiloso, serão 
recebidos apenas dentro do município de Iwakura.
● Beneficiários: Pessoas sem apoio ao serem vítimas 
de catástrofes, discriminadas  abaixo:
  Pessoas consideradas necessitadas de assistência 
médica domiciliar (kaigo hoken) entre 3 e 5.
  Idosos que vivem sozinhos com mais de 65 anos.
  Titular da caderneta de deficiente físico (nível 1.2), 
caderneta de assistência à infância (categoria A), 
caderneta de seguro e previdência social para 
deficientes psíquicos (nível 1).
  Estrangeiros que não entendem o idioma japonês.
  Pessoas que se encontram nas mesmas condições 
daquelas enumeradas acima.
● Preencher o formulário que circula juntamente 
com os panfletos e entregar nos seguintes locais: 
Prefeitura de Iwakura no guichê de Atendimento aos 
Cidadãos, seção de Previdência Social, Incentivo a 
Vida, Assitência Infantil, Hoken Center e Corpo de 
Bombeiros.

●Informações  (☎38-5807)

ポルトガル語情報コーナー 

し　みん ぶん　か　さい　　　し　みん おん がく さい　　　 かい さい 

いわ くら し 

　　　　　あい　ち　 こうきょうがく だん いわ くら えき 

さい がい　じ　よう えん　ご　しゃ　めい　ぼ　　　　　　 とう ろく　　　　　　 す 



持ち物…普段使っている歯ブラシ 
内　容…歯科相談、ブラッシング指導、歯こ 

う染め出し、歯みがき圧測定、口腔 
機能の向上指導、口臭測定 

申込･･･１０月１６日（火）～１１月１５日（木） 
保健センター（電話可）各日定員８０人 
初回接種…３～８週間の間隔で３回接種 
追加接種…初回接種の３回目完了後１年～１年 
　　　　　６か月の間に１回接種 

※接種期間が短いので、３か月を過ぎたらできるだ 
　け早めに受けましょう 
　１回接種 

　朝の体温を測り母子健康手帳をお忘れなくご持参ください（母子健康手帳がないと受付できません）。予防接種は、はしか、
水ぼうそうなどの病気が治ってから、1か月は接種できません。三種混合の□印の予防接種は接種後６日以内に、ＢＣＧ・
風しん・麻しん等の■印の予防接種は接種後２７日以内に他の予防接種を受けることはできません（接種間隔など詳しくは、
保健センターへお問い合わせください）。また、ひきつけを起こしてから１年たっていない人については、集団接種が困難
であるため、保健センターへ相談してください。 
　三種混合については、平成１９年４月から予約制になりました。 

内　容 
日 時　間 

と　き 
対　象 ところ 備　考 

はつらつ 
元気くらぶ 

健康相談 

歯の健康相談 

内　容 
日 受　付 

と　き 
対　象 接種時期・備考 

　三種混合 
百日せき・ジフテリア・破傷風 

（予約制） 

１３：００ 
　～１４：００ 

１３：００ 
　～１４：００ 

３か月～ 
６か月未満 

３か月～ 
７歳６か月未満 

■ＢＣＧ 

２０日（火） 

１９日（月） 

７日（水） 

１４日（水） 

１６日（金） 

２日（金） 

２２日（木） 

９日（金） 

２７日（火） 

毎週木曜日 
（祝日除く） 

２日（金） 

１６日（金） 

２０日（火） 

毎週木曜日 
（祝日除く） 

南部老人憩の家 

岩倉病院回復期 
リハビリテーションセンター 

老人憩の家 

６５歳以上の 
高齢者で介護 
認定を受けて 
いない人（非 
該当の人） 

一般成人 
６５歳以上の 
高齢者 

持ち物…健康手帳 
内　容…運動器の機能向上指導、健康 
　　　　チェック、体操、レクリエー 
　　　　ションなど 

持ち物…健康手帳 
内　容…血圧測定、健康相談（栄養改 
　　　　善指導、健診結果の相談、生 
　　　　活習慣病予防の相談、心の健 
　　　　康相談等） 
※保健センター・総合体育文化センター 
　では、体脂肪測定と尿検査もできます。 

第五児童館 

保健センター 

保健センター 

南部老人憩の家 

老人憩の家 

総合体育文化センター 

保健センター 一般成人 

１３：３０～１５：００ 

１０：００～１１：３０ 

９：００～１１：００ 

１３：３０～１５：００ 

１３：３０～１５：００ 

９：３０～１１：３０ 

９：００～１１：００ 

保健センターを利用されるときは、健康手帳をお持ちください。健康手帳の交付は随時行っています。 

　不妊治療を受けている人の経済的負担を軽減するために治療費の一部を助成します（平成１９年７月１日以降の診療分から）。
助成の対象は、一般不妊治療（人工授精・検査を含む）です。治療費の自己負担額の一部に対して助成金が支給されます。 
　申請窓口は保健センターです。詳しくは、お問い合わせください。 
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■麻しん・風しん（混合）・・・第１期・第２期の２回接種で、医療機関での個別接種（無料）になります。 
対象者　★第１期…１歳～２歳未満 
　　　　★第２期…５歳～７歳未満の人で小学校就学前年度の間（幼稚園・保育園の年長児）。平成２０年３月３１日まで
の期間に接種してください。 
　※ただし、麻しんまたは風しんにかかった人は、かかっていない人の単抗原ワクチン接種（無料）になります。　 
接種方法 
・第１期：１歳の誕生日に個別に通知　第２期：平成１３年４月２日～平成１４年４月１日生まれの人に４月初めに個別に通知 
・届いた通知を持って、指定の医療機関で個別に接種してください。 
・医療機関によって予防接種実施日や時間など、異なりますので、医療機関で必ず予約をしてからお出かけください。 
・１歳の誕生日を過ぎてから転入された人・第２期の対象者で通知の届いていない人は、母子健康手帳をご持参のうえ保健 
　センターへお越しください。 



　保健センターでは、乳幼児や健康に関する電話相談(☎６６－７３００)を 
土・日曜日、祝日を除く毎日行っています。 

保健センターを利用されるときは、母子健康手帳をお持ちください。 

と　き 
内　容 

日 時　間 
対　象 備　考 

受　付 

持ち物…妊娠届出書 
内　容…ビデオ「妊娠中の過ごし方」・保健指導 
当日、ご都合の悪い人は、ご連絡ください。 
※初産の人は１０：００～１１：００までお話 
を聞いていただきます。 

内　容…歯科健診、染め出し、ブラッシング指 
　　　　導（申込が必要です） 

内　容…ビデオ・話「産後の生活と育児につい 
　　　　て」・実習「お風呂の入れ方」 

内　容…身体計測、栄養相談、育児相談、母乳 
　　　　相談（母乳相談は予約が必要です） 
※定期測定にもご利用ください。 

内　容…診察、発達チェック、身体計測、栄養 
　　　　指導、育児相談など 

持ち物…おんぶひも（持っていない人はご連絡 
　　　　ください）、エプロン 
内　容…離乳食のすすめ方、調理実習、試食 

内　容…身体計測、育児のお話、赤ちゃん体操、 
　　　　歯のお話、育児相談、栄養相談、絵本の 
　　　　読み聞かせ 

申　込…１０月１６日（火）保健センター（電話可） 
持ち物…子ども用歯ブラシ、コップ、エプロン 
内　容…幼児食と歯の話、染め出し、ブラッシ 
　　　　ング指導 

内　容…診察・歯科健診、発達チェック、身体計 
　　　　測、遊び指導、栄養相談、育児相談など 
※歯をみがいてきてください。 

持ち物…子ども用歯ブラシ、コップ、エプロン 
内　容…歯科健診、染め出し、ブラッシング 
　　　　指導、フッ素塗布、食生活指導 

持ち物…保健センターからお送りするアンケート用紙 
内　容…診察、歯科健診、発達チェック、身体 
　　　　計測、栄養相談、育児相談、視覚聴覚 
　　　　検査、尿検査（会場で採尿）など 

内　容…情報交換、交流会 

母子健康手帳 
交付 

母親教室 

乳幼児 
健康相談 

４か月児 
健康診査 

かるがも 
地球ひろば １０：００ 

　～１１：３０ 

１０：００ 
　～１１：３０ 

１３：００ 
　～１４：００ 

１３：００ 
　～１３：４０ 

１３：００ 
　～１４：００ 

９：４５ 
　～１０：００ 

９：００ 
　～１１：００ 

９：００～ 

９：４５ 
　～１０：００ 

１０：００ 
　～１１：３０ 

１０：００ 
　～１１：００ 

９：４５ 
　～１０：００ 

１３：３０ 
　～１５：３０ 

１３：１５ 
　～１３：３０ 

９：３０ 
　～１２：００ 

９：１５ 
　～９：３０ 

ツインズ 
マザー交流会 

４～６か月児 
の離乳食教室 

すくすく 
育児教室 

かみかみ 
歯ピカ教室 

１歳６か月児 
健康診査 

２歳児歯科 
健康診査 

３歳児 
健康診査 

妊婦 

妊婦 
（夫の参加 
も可） 

乳幼児 

平成１９年 
７月生まれ 

外国籍の親子 

双胎・多胎の妊婦 
双児・多児の親子 

４～６か月児の 
保護者など 

８～１０か月児 

１歳～ 
１歳６か月児 
定員１５組 

平成１６年 
１１月生まれ 

平成１７年 
１１月生まれ 

平成１８年 
４月生まれ 

毎週木曜日 
（祝日除く） 

第３回 ５日（月） 

第４回 １９日（月） 

２６日（月） 

２８日（水） 

１３日（火） 

１５日（木） 

６日（火） 

２０日（火） 

１３日（火） 

６日（火） 

２１日（水） 

５日（月） 

１３：００～ 

申　込…１０月１８日（木）８：３０～保健セン 
　　　　ター（電話可） 
内　容…ビデオ「お父さんへ赤ちゃんからの 
　　　　メッセージ」、話「出産・育児におけ 
　　　　る父親の役割について」、実習「お風 
　　　　呂の入れ方」、グループワーク 

パパママ 
セミナー 

初めて親に 
なる夫婦 
定員２０組 

１８日（日） 

１３：００～ 

持ち物…子ども用歯ブラシ、コップ、エプロン 
内　容…歯科健診（親と子）、染め出し、ブラッ 
　　　　シング指導、フッ素塗布 

１３：００ 
　～１３：４０ 

２歳６か月児 
親子歯科健康診査 

平成１７年 
３・４月生まれ 
の児とその親 

１６日（金） １３：００～ 

１３：００～ 

１０：００～ 

１３：００ 
　～１４：００ 

１３：００～ 

９：４５ 
　～１１：００ 
（初産の人 
は１０時ま 
でに受付） 

●問合先　☎３７－３５１１ 

N

S

EW
市役所 

ユニー 

中央 
公園 

県道岩倉西停車場線 

県
道
名
古
屋
江
南
線 

新
柳
通
線 

県道小牧岩倉一宮線 

保健センター 

郵便局 

岩
　
倉
　
駅 
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ひ
と
昔
前
、
私
た
ち
は
「
ボ
ケ
ち
ゃ

う
と
何
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
幸
せ
よ
ね
。

家
族
は
大
変
だ
け
ど
さ
」
と
い
っ
た
言

葉
を
よ
く
耳
に
し
ま
し
た
。
何
も
分
か

ら
な
い
人
の
お
世
話
を
す
る
こ
と
が
認

知
症
介
護
だ
と
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。 

　
し
か
し
、
こ
こ
１０
年
く
ら
い
の
間
に
「
認

知
症
の
方
々
は
何
も
分
か
ら
な
い
わ
け

で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
が
認
知
症
の

ご
本
人
の
声
か
ら
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

い
つ
も
と
違
う
自
分
、
前
よ
り
も
物
事

を
忘
れ
や
す
く
な
っ
て
い
る
自
分
に
気

づ
き
、
少
し
ず
つ
で
き
な
く
な
っ
て
い

く
こ
と
が
多
く
な
っ
て
く
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
て
、
本
人
も
非
常
に
つ
ら
い

思
い
を
し
て
い
る
と
い
う
の
で
す
。
特

に
認
知
症
の
初
期
の
段
階
で
は
、
こ
の

ま
ま
自
分
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
か

と
い
う
不
安
を
抱
え
な
が
ら
生
活
を
送

っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
認
知
症
の
人
た
ち
が
こ
う
し
た
不
安

を
抱
え
な
が
ら
生
活
を
送
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
し
て
そ
の
こ
と
を
出
版
し
、
世
間
に

「
何
も
分
か
ら
な
く
な
っ
て
な
ん
か
な
い
！
」

と
認
識
さ
せ
た
の
は
、
翻
訳
本
と
し
て

日
本
で
出
版
さ
れ
た
『
私
は
だ
れ
に
な

っ
て
い
く
の
？
』（
ク
リ
エ
イ
ツ
か
も
が

わ
）
で
す
。
こ
れ
は
、
認
知
症
と
診
断

さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ク
リ
ス
テ

ィ
ン
・
ボ
ー
デ
ン
さ
ん
が
、
自
分
が
ど

の
よ
う
な
気
持
ち
で
い
る
の
か
、
そ
し

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
困
っ
て
い
る
の
か
、

ど
ん
な
手
助
け
が
欲
し
い
の
か
、
と
い

っ
た
こ
れ
ま
で
介
護
す
る
側
に
は
わ
か

ら
な
い
と
さ
れ
て
き
た
認
知
症
の
人
の

心
の
内
を
書
い
た
も
の
で
す
。
こ
の
本

の
出
版
を
き
っ
か
け
に
日
本
で
も
、
認

知
症
の
人
が
自
ら
記
録
し
た
も
の
や
講

演
し
た
も
の
が
出
版
物
と
し
て
書
店
に

並
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
が
「
何
も
分
か
ら
な
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
人
」
と
認
識
し
て
し
ま
え
ば
、

そ
の
瞬
間
、
会
話
も
介
護
も
心
が
通
わ

な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、「
何
も
分
か
ら
な
い
の
で
は
な

い
ん
だ
。
わ
か
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か

ら
な
く
な
っ
て
い
く
恐
怖
の
な
か
で
生

活
を
し
て
い
る
ん
だ
」
と
こ
ち
ら
の
認

識
が
変
わ
っ
た
時
、
そ
の
言
葉
か
け
も

変
わ
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
ひ
と
つ
に
、「
ま
た
忘
れ
た
の
？
　
昔

は
で
き
た
の
に
」「
ど
う
し
て
で
き
な
く

な
っ
て
し
ま
っ
た
の
？
　
思
い
出
せ
な

い
の
？
」
と
い
っ
た
問
い
か
け
が
あ
り

ま
す
。
ご
本
人
と
近
い
存
在
で
あ
る
が

ゆ
え
に
、
こ
の
よ
う
な
言
葉
を
か
け
て

し
ま
う
も
の
で
す
。
家
族
に
と
っ
て
も
、

威
厳
の
あ
っ
た
人
が
急
に
物
忘
れ
が
ひ

ど
く
な
り
、
今
ま
で
当
然
の
よ
う
に
し

て
い
た
こ
と
が
で
き
な
る
と
い
う
姿
を

見
て
い
く
こ
と
は
つ
ら
い
も
の
で
す
。

し
か
し
、
ご
本
人
に
と
っ
て
み
れ
ば
、「
昨

日
で
き
て
い
た
こ
と
が
今
日
で
き
な
い

自
分
」
を
理
解
し
て
い
る
場
合
も
あ
る

の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
家
族
は
連
日

失
敗
す
る
こ
と
を
問
い
つ
め
、
な
ぜ
で

き
な
い
の
か
と
言
わ
れ
た
ら
ど
の
よ
う

な
気
持
ち
が
す
る
で
し
ょ
う
か
。
自
分

は
も
う
何
も
で
き
な
い
人
間
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
、
家
族
に
迷
惑
ば
か
り

か
け
て
い
て
申
し
訳
な
い
と
思
う
ば
か

り
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

　
認
知
症
は
何
も
か
も
が
わ
か
ら
な
く

な
る
病
気
で
は
な
い
の
で
す
。
初
期
の

こ
ろ
は
、
物
忘
れ
を
し
て
い
く
自
分
と

葛
藤
し
、
病
気
が
進
行
し
て
も
こ
ち
ら

の
感
情
を
察
知
す
る
能
力
は
保
た
れ
て

い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
側

の
認
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愛知淑徳大学医療福祉学部福祉貢献学科助教　金田千賀子 

～認知症になると何もわからなくなってしまうの？～ 

金田千賀子さんのプロフィール 
　平成１６年３月中部学
院大学大学院人間福祉学
研究科修了。平成１６年
４月から現職の愛知淑徳
大学医療福祉学部福祉貢
献学科助教。 
　専門は、認知症高齢者
をケアする家族のソーシャルワークの方法論。
介護家族のインタビューを通し、家族の葛藤
と介護保険サービスの利用までの過程につい
て研究している。 
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　９月２２日、南部中学校で体育大会が開かれ、
１年生から３年生の全校生徒が４チームに分か
れ、一致団結して総合優勝を目指しました。 
　夏休みを返上して練習に励んだ応援合戦では、
各チームが満開の笑顔で練習の成果を披露。 
　応援に駆けつけた保護者の皆さんからは大き
な拍手が送られ、子どもたちは新たに青春の１
ページを刻みました。 

　９月１５日から２１日までの老人週間にちなみ、さまざまな敬老
事業が行われました。 
　９月１３日には、市長および市長の代理者が、８８歳、９９歳、
１００歳以上の高齢者のお宅を訪問し、ご長寿をお祝いしました。
また、敬老の日の９月１７日には、総合体育文化センターで敬老会
が開かれ、８０歳以上の
約４８０人の皆さんが訪
れました。 
　式典の後のアトラクシ
ョンでは、岩倉少年少女
合唱団による合唱や、歌
手の琴妃綾香さんによる
歌謡ショーが行われ、会
場から盛んに拍手が送ら
れていました。 

　９月２１日、秋の交通安全県民運動期間（９月２１
日～３０日）に合わせて、児童館母親クラブの会員
１２人と児童３６人による交通安全・防犯街頭啓発
活動が行われました。 
　参加した子どもたちは、交通安全・防犯チラシや
メッセージの書かれた手作りマスコットなどの啓発
物品を手渡して、「安全運転してね。」とドライバ
ーに呼びかけました。 

こと　き　あや　か 
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「声の広報」を用意しています。 
●申込・問合先  岩倉市社会福祉協議会（☎３７-３１３５） 
または、企画課広報広聴係（☎３８-５８０２）まで。 

●発行／岩倉市役所 

〒４８２-８６８６  愛知県岩倉市栄町一丁目６６番地 

☎０５８７-６６-１１１１（代表）　　０５８７-６６-６１００ 

●編集/総務部企画課広報広聴係 

●毎月2回 1日・15日発行 

●岩倉市ホームページアドレス 

http://www.city.iwakura.aichi.jp/

岩倉市の人口／48,723人（＋92人） 

            男性／24,311人（＋45人） 

            女性／24,412人（＋47人） 

         世帯数／20,209世帯（＋36世帯） 

        （９月１日現在、（ ）内は前月１日現在との比較） 

★印は、保健センターで行います。休日急病診療の担当医は、変更する場合があります。 
※毎週金曜日（祝日除く）は、市民窓口課の証明発行業務を午後７時まで延長しています。 

救急医療情報センター 
　　☎0586-72-1133 
　休日急病診療所 
　　☎66-4708 
受付　9：00～11：30 
　　 13：00～16：30 
消防テレホンサービス  
　　☎38-3119

10月のカレンダー

この印刷は環境にやさしい大豆インキを使 
用しています 

古紙配合率100％再生紙を使用しています 
白色度70％ 

ちき
ゅうにやさしい

岩倉市は、　日本環境協
会の承認を得て、エコマ
ークをシンボルマークと
して使用しています。 

（財） 

★２歳児歯科健診 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★ＢＣＧ 

　休日急病診療（伊藤義巳　いとうクリニック） 

★乳幼児健康相談 
★３歳児健康診査 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★ＢＣＧ 
★母親教室第２回 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

行政相談（１０：００～１５：００） 
消費生活相談（９：００～１２：００） 
★三種混合 

心の相談電話（１０：００～１６：００） 
★はつらつ元気くらぶ 

法律相談（予約制：１３：００～１６：００） 
野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

★１歳６か月児健康診査 

野菜の広場／岩倉駅東西地下連絡道 

はつらつ元気くらぶ（第五児童館） 
★４か月児健康診査 
分別収集／泉町・西市町・本町・宮前町・栄町一丁目 
古紙と古着の日／大地町・大地新町・中央町・川井町・北島町・野寄町 

年金相談（１０：００～１５：００） 
心の相談電話（１０：００～１６：００） 
★三種混合 
★母親教室第１回 

★すくすく育児教室 
★基本健康診査　★住民検診 
分別収集／中本町・東町・中野町・鈴井町 
古紙と古着の日／八剱町・神野町・石仏町 

　休日急病診療（丹羽清司　丹羽外科内科） 

総合福祉相談（１３：００～１６：００） 
はつらつ元気くらぶ（老人憩の家） 
分別収集／下本町・昭和町・旭町・栄町二丁目・新柳町 
古紙と古着の日／曽野町・稲荷町・大山寺町・大山寺元町・ 
大山寺本町・五条町・大市場町 

その１０　千亀橋 
　千亀橋は五条川の景観整備事業の一環として平成７年に

改修され、橋長２１．５㍍、幅員２．６㍍の木造の橋です。 

　現在歩道だけの橋となっていて、木造で温かみのある橋

として親しまれていますが、昔は小木（小牧市）へ行く主要

道でした。 
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